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本報告書には、圃場整備事業実施計画に伴う蓮池尻遺跡（真備町）、新庄尾上遺跡ほ

か（御津町）、美野条里遺跡．（勝央町）、二反田B遺跡ほか（鏡野町）の確認調杏結果を

収載しました。

これらの確認調査は、いずれも圃場整備事業の実施に先だって埋蔵文化財の保護、保

存の資料を得て、圃場整備事業との調整を図るため、昭和60年度国庫補助事業として行

われたものであります。

・調査の結果、蓮池尻遺跡では縄文時代後期と弥生時代中期から中世までの集落址約28

haを、新庄尾上遺跡ほかでは弥生時代中期から中世までの集落址約4.7haを、美野条里

遺跡では約30haを、二反田B遺跡ほかでは弥生時代中期から中世までの集落址約5.4ha

を確認することができました。

これらの成果を収めた本報告書が、文化財の保護、保存のために活用され、また、地

域の歴史を研究する資料として役立てていただければ幸いと存じます。
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最後に、発掘調査ならびに報告書の作成にあたって、岡山県文化財保護審議委員をは

じめ、関係の町教育委員会および同文化財保護審議委員ならびに土地所有者等関係各位

から賜りました多大な御指導と御協力に対し、厚く御礼申し上げます。

昭和61年 3月

岡山県教育委員会

教育長宮地暢夫
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1 . 本報告書は岡山県教育委員会が昭和60年度国庫補助を受けて実施した妹•尾崎地区

はすいけじり

（貞備町）県営圃場整備事業に伴う「蓮池尻遺跡」の確認発掘調査の成果を収載した

ものである。

2 . 遺跡は吉備郡真備町大字妹字蓮池に所在する。

3 . 現地調査は、専門委員の指導• 助言のもとに、岡山県古代吉備文化財センター職員

高畑知功が担当し、昭和60年11月21日から昭和61年2月3日まで実施した。なお、真

備町教育委員会、真備町産業課より援助を受けた。

4 . 本報告書の執筆、編集は高畑知功が行い、遺物写真は古代吉備文化財センター職員

井上弘が撮影した。

5 . 本報告書の作成は昭和61年2月に、古代吉備文化財センター（岡山市西花尻1325-

3)にて行い、遺物、記録類は同所に保管している。

6 . 本報告書に使用したレベルの数値は海抜高である。方位は第 1 図から第 5• 8• 9・

51図が貞北、他は磁北である。

7 . 本報告書第2図に使用した地形図は建設省国土地理院発行の25,000分の 1地形図

（箭田）を複製したものである。

8 . 本報告書の図版22に使用した写貞は東京国立博物館の提供によるものである。
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蓮池尻遺跡

第 1章地理的・歴史的環境

遺跡の所在する吉備郡真備町は岡山県の南西部に位懺する。吉備真備公以前＜下道氏の氏寺

として建立されたと考えられている吉備寺の所在する箭田を中心として、東西に幅約8.7kmで

南北に幅約7.8km、横に長い形状を呈し、 2市3町に接している。高梁川を境として清音村に

接し、西は鷲峰山を境として矢掛町、南は弥高山、大平山、愛宕山を境として倉敷市と船穂町、

北は高山で総社市と接している。

これらの山塊より流出する大武谷川、背谷川、内山谷川、真谷川、末政川等の支流をまとめ

て町内ほぼ中位部を東西に貫流する小田川は、東流して高梁川に注いでいる。

小田川を中心とする沖積作用によってできた平野と、各支流の扇状堆積による低地が西より

東に行くにしたがい広がっており、妹、尾崎、服部、箭田、有井、下二万、辻田等がそれにあ

たる。これらの低地は現在も大部分が田圃に利用されており、集落は丘陵裾部に集中している。

高梁川に合流する小田川下流域の地を占める真備町は、占代吉備の中心的な地域である総社

平野の西端部に位置し、古代文化の中枢域の一角を占める。そこで、真備町内の遺跡を昭和50

年3月発行の岡山県遺跡地図から抽出すると、総数180か所を数えることができる。町内では

今向の確認調査まで、旧石器•縄文時代の遺構・遺物は発見されておらず、弥生時代前期につ

いても同様であった。弥生時代中期以後の遺物は若千であるが確認されており、なかでも妹

の平野部出土の突線紐の突線六区流水文銅鐸は著名である。高さ48.6cm、身高34.6cm、重量

4.681kgをはかる。弥生時代中・後期の表面観

察による遺跡の分布範囲は町内4つの地域を中

心にまとまりを見せている。小田川右岸の下二

万の周辺3か所、末政川t流の市場・岡田で4

か所、高馬川両岸の箭田で 3 か所、妹• 尾崎で

3か所の計13か所である。この分布は弥生時代

終末期の特殊器台を使用した墳墓の分布とも比

較的合致する分布傾向を示し、市場では立坂遺

跡、箭田では特殊器台転用の土器棺を出土した

西山遺跡、妹•尾崎では前方後方形の黒宮大塚

が所在する。

古墳時代で前半期古墳は明確化しえず、数甚

の方墳が有井・下二万等に分布しているようで

-7-
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ある。その後の小規模な円墳で内部主体に竪穴式石室、組合箱式石棺等を有する一群は妹・箭

田• 岡田・下二万に数基づつ点在している。 5世紀末-6世紀を前後する時期には下二万に比

較的短い前方部をつけた全長約45mの天狗山古墳があらわれており、小田川・高梁川の合流点

南側に位置する南山丘陵の重要性を示唆している。そこより西方に約 1kmの所に二万大塚が所

在する。全長約45mをはかり、よく開いた前方部を斜面上部方向に配し、典型的な後期の前方

後円墳の形状を呈している。内部主体は横穴式石室が記録されている。ついで小田川左岸に巨

大な横穴式石室を有する箭田大塚古墳が忽然と出現する。造出し付きの円墳であり、全長約50

m、墳高約9.5m、石室全長19.1m、玄室長8.4m、玄室幅3m、玄室高3.8mをはかり、玄

室内に三基の組合せ石棺が残る。総社市三須こうもり塚古墳と並んで全国的にも屈指の規模を

誇る。玄室長はこうもり塚をうわまわるものである。小規模な横穴式石室墳は町内ほぼ全域に

分布し、その総数約80基以上を数える。末政川を囲む市場南北の丘陵部、

集中分布する傾向がうかがえる。

および箭田、尾崎に

奈良時代では小田川北岸に吉備寺址、岡田廃寺、南岸に八高廃寺等が2.5km間の狭い範囲内

に建立されている。今回の調査対象地は八高廃寺の対岸の妹• 尾高の平野部がそれにあたる。

1
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向坂古墳群（古墳後期）

八高廃寺（白鳳）

「矢田部益足買地券」

刻字博推定出土地

妹•尾崎の条里遺構
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蓮池尻迫跡

第2章調在の経緯

昭和59年9月28日付けで倉敷地方振興局長より、文化財保護法第57条の 3の規定にもとづき

協議がなされた。

内容は、昭和60年度より昭和65年度終了予定にて真備町妹農地部分 (72ha)の区画整理を目

的とする県営圃場整備事業を実施するにあたり、農地内に含まれる旧山陽道、条里制跡、銅鐸

出土地（蓮池尻遺跡）の取扱いについてである。

岡山県教育委員会は工事施行前に遺跡の規模•性格等を明らかにして、遺跡の保護・保存を

講ずる基礎資料を得るため、昭和60年度国庫補助を受けて発掘調査を実施するに至る。

発掘調査は岡山県文化財保護審議会・専門委員の指導、助言を得て岡山県古代吉備文化財セ

ンターカゞ 昭和60年11月21日から昭和61年2月3日まで実施した。調査にあたっては真備町教育

委員会、真備町建設産業部産業課をはじめ地権者等関係各位には多大のご協力を得た。また、

発掘作業にあたっては地元有志の方々にご協力を得た。記して厚くお礼申し上げます。

調査体制

町9委員
鎌木義昌（岡山理科大学教授、岡山県文化財保護審議会委員）

近藤義郎（岡山大学教授、岡山県文化財保護審議会委員）

水内昌康（岡山県文化財保護審議会委員）

岡山県古代吉備文化財センター

所 長 松元昭憲（昭和60年12月15日まで）

次長

総務課長

調査課長

文化財保護主任

発掘作業員

高橋誠記（昭和60年12月16日から）

橋本泰夫

佐々木清

河本清

高畑知功（調査担当）

阿部五六、石井 勇、井上貞恵、片岡幾男、門野元一、木村武夫、木村静夫、竹下いと

の、竹下正迅、竹下政美、竹下美代吉、武本忠ー、服部弘恵、水川四郎、山下孝恵

報告書作成協力者

佐野公子、竹本聡美、前原節子
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蓮 池 尻 遺 跡

日誌抄

昭胆眸 撮影。 T-65-67掘開／ノ始。 T-

11月21日（木） 器材搬入。 59~63実測。 T-62写真撮影。
22日（金） 現地確認とトレンチ位置を設定。 23日（月） T-65• 67掘開終了。 T-68-73

地権者、関係各位に挨拶。 削り、写真撮影。 T-51北側トレ
25日（月） T-1-3掘開”始終了。 ンチ掘開。夜出より埋め戻し開始。

26日（火）

T -1 -6り下3下•げ•!(げ、5J'l開躊写完始掘頁撮。撮途影T影中"-。。T 1 T -4 
248 (火） T74• 65-67写真撮影。 T-75•

~g 掘り 76掘開終了。 T-19•23埋め戻し。
27日（水） T-4• ~11 ・ T -68• 69• 72• 73実測。

12• 13掘り ・2• 25日（水） 妹山地区の埋め戻しに入る。 T-
3断面実測。 75削り出し、士城・柱穴検出。

28日（木） T-11 ・ 12• 13• 14• 15掘り下げ。 T-76掘り下げ、実測、写真撮影。
T-9迫物検出、写真撮影。 T-61実測終了。 T-77掘り下げ。

29日（金） T-8•11 ・ 12• 13• 14• 15• 16 T-78設定掘り下げ開始。
写真撮影。 T-19-29設定。 T- 26日（木） 埋め戻し。 T-77掘開終了。実測、
14• 16• 17• 18• 24完掘。 T-20• 写真撮影。 T-78掘開”始。
23掘開”始。 昭和61年

12月2日（月） T -19,...,23• 24完掘。 T-19-24 1月6日（月） 大武池下より埋め戻し開始。
写真撮影。 T-26• 27掘開,,始。 T-78掘り下げ、高台付杯等出土。
T-30---36設定。 T-6•8 実測。 大午武前、中油産田業地課区へ周、辺トレンチ設定。

3日（火） T-25-29• 31掘開終了。 T-26 、計15トレンチを
陶馬出土する。 T-28--31掘開’’ 掘開の主旨を伝える。油田地区に

始。 T-37-40設定。 T-22実測。 T-80~83を設定。

4日（水） T~24-28写真撮影。 T-30• 32 7日（火） T-78柱穴掘り下げ。 T-78の南
掘り下げ。 小トレンチ。 T-11 ・ 13• 25• 26 

5日（木） T-41-45設定。 T-30• 32-35 埋め戻し。 T-84掘開、写真、実
掘開終了。 T-38~40掘開”始。 測終了。

6日（金） T-28実測追加、写真撮影、分層 8日（水） T-29より埋め戻し。
による遺物取上壁げ清。T-30写真撮 9 B (木） T-87掘開、写真、実測終了。
影。 T-31-36 掃。 T-39・ T-30• 10• 7埋め戻し終了。文
40溝出土。 T ー'31•38•42掘り下げ。 化財審議委員の現場視察。埋め戻

9日（月） T-46-54まで設定。 し、大武谷川を越えて左岸にくる。

T -37• 38• 41~43壁仕上げ。 13日（月） T-80•81•82掘り下げ、写真撮
T-41• 43-46掘開,,始。 T-31 影、実測終了。 T-31~36埋め戻
~38写真撮影。本日背谷川をとし し。
てT-44• 45と進む。 16日（木）し T -36-39• 43• 82• 84• 85埋め

10日（火） T-55--60設定。 T-31,....,33• 35• 戻し。 T-51実測、遺物取り上げ
41• 42実測。 T-46-48• 50• 54 終了。

掘開終了。 T-44• 45• 46壁仕上 178 (金） T -40-45• 63• 75• 79埋め戻し。
げ。 T-38• 41-46写真撮影。銅 T-51清掃、写真撮影、実測補足
鐸出土地区に入る。 終了。

11日（水） T-43-47実測。 T-48•49•52- 20日（月） T-46 .. 47• 48• 50• 52• 62• 64• 
54掘開終了。 T-51掘開”始、遺 77• 78埋め戻し。
物出土。 T-47• 48• 50写真撮影。 21日（火） T -48• 49• 51• 52• 80埋め戻し。

12日（木） T-51掘り下げ。 T-49• 52• 53 228 (水） T-53-54埋め戻し。 T-83掘開。
壁面実測。 T-52写真撮影。 平野部の地形略図終了。

16日（月） T-61•62設定。 T-55• 56• 58 23B (木） T -56-61• 68-73• 76• 87埋め
掘開”始。 T-59• 61開始。 T- 戻し。
51包含屈掘り下げ。 24日（金） T-88-99まで設定。 T-65--67•

17日（火） T-63-68設定する。 83埋め戻し。 T-88~90開始。
T-51黒色土掘り下げ。写真撮影。 27日（月） T-88-92• 96埋め戻し終了。 T-
T-59• 61• 62掘開終了。 94• 95埋め戻し途中。 T-93-98

18日（水） 本日にて一応トレンチ73本を設定 まで設定。

し終る。掘開は64本が終了してい 28日（火） T-94• 95• 97~101掘開終了。
る。実測は50本、写真撮影もしか T-86• 93• 94実測、写真撮影。
り。 T-70-73設定。 T-60• 64• 29日（水） T-95~101実測、写真撮影終了。
68• 70掘開終了。 T-69• 73掘開 大武よりT-94まで埋め戻し。
”始。 T-51掘り下げ遺物検出。 30日（木） T-93より東に埋め戻し。 T-
T-50• 52実測。 T-55• 58• 59・ 102設定。大武、妹山地区より田
60写真撮影。 面レペルを入れる。

19日（木） T-51に集中。黒色土除去、溝検 31日（金） T-101埋め戻し。 T-102掘開、
出、写真撮影。 T-48実測終了。 写真撮影。
油田地区写真撮影。 2月3日（月） 現場器材撤収。

20日（金） T-71-73掘開終了。 T-51写真 報告書作成に入る。
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蓮池尻遺跡

第 3章 発掘調査の概要

第 1節遺跡の位置

遺跡は吉備郡真備町大字妹小字蓮池、大字尾崎に所在する。小田川の北岸に形成された沖積

地と山麓および南流する大武谷・背谷• 内山谷川の扇状地からなり、従来より銅鐸出土地とし

て周知されていた蓮池尻遺跡も含まれている。他に旧山陽道、条里遺構等の存在が古くから取

り上げられていた地域でもある。

東西、北面に山々を控え、南面に小田川を望む約1.4X 1. 3kmの三角形状の広大な平野、お

よび大武谷川、背谷川、内山谷川の両岸狭長平野が対象地にあたる。その三角形の頂点より中

央を貫流して背谷川が、そして西端を流れる大武谷川、東端を流れる内山谷川も同様に平野部

を貫流して小田川に注いでいる。平野部は北に偏した主軸を基準にする一辺約108mの大きい

升目が整然と並び、南北8升、東西12升（圃場整備地区に限定）、約50の升目を数えることが

できる。軸線の方位はあくまで小田川の流路、丘陵の形状に左右されているようである。

現在の集落はそれらの周縁山麓部分に妹山・大武•池の上・内山•池田等の部落は遺跡と重複

するものと考えられる。

旧山陽道は高馬山から南に延びる丘陵山裾に沿って尾崎、妹の平野部を東西に横切り、再び

鷲峰山より南に延びる妹山丘陵の裾と南下して矢掛町に入っていたと考えられる。

第 2節 調査の方法と概要

今回の発掘調査は圃場整備事業が計画されている範囲内、および周知の遺跡を中心に実施した。
にしだい

まず、通年施行域である平野部西南端の西代地区よりトレンチ調査を開始し、大武谷川東岸
よいで まつもとばやま I<'.わとりだとのだ さらだたけのI<'.しはす

を夜出地区まで上り、再び西岸を浜地区まで下る。松本・中山・鶏田・殿田..Ilil田・竹西・蓮
いけ おきだいけぐま

池地区を北上し、再び内山谷川右岸の沖田• 池熊を上り、内山谷川左岸を南下して尾崎丸田

にて試掘を終了する。

トレンチ規模は1.5X 4 m、深さ 1mを基調とし、任意に拡幅を行い総数102本を掘開した。

その面積は約620面である。
わた あぶらだ てらまえ

西代•渡り地区以外の整備後の田面レベルは未定であるが、油田・寺前・渡り（一部）・蓮

池•殿田・中山・鶏田・皿田・竹西•池熊・・沖田等の遺跡地では非常に浅い場所で遺構が確認

される地区が存在し、整備に関連しては充分な検討が必要であろう。
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蓮池尻遺跡

あぶらだ てらまえ なかやま

1 . 油田・寺前・中山調査区（第 5~7 図）

これらの地区は高山から南に高さを減じながら延びる丘陵裾部と大武谷川間に位罹する。

照寂院西側の丘陵斜面には比較的大型の横穴式石室等が所在する。

油田調査区では 7本のトレンチを設定掘開し、 T-27、82、83では大武谷川の氾濫原およ

び遺跡地縁辺と考えられる土層を看取した。 T-28、29、80では包含層ならびに遺構面を確

。
400m 

第5図 大武谷川周辺微高地・遺跡想定図（ ） 
1 

500 
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蓮池尻遺跡

認した。なかでもT-28は耕作土疸下に溝等の遺構が検出され、弥生時代中期前半の甕・壺

等を出土している。また、洪水砂層中には弥生時代後期前半の甕• 高杯等が出土しており、

マンガン等の付着が認められた。

寺前調査区は油田の東側—•段高所にあたり、大武谷川の氾濫などがおよばない地区と考え

られる。 2本のトレンチを設定掘開し、 T-30から溝等の遺構面、 T-86からは約9kgの奈

良～平安時代の遺物103-105、108-116が認められ、表土下70cmにて柱穴等も検出されて

rif~, 
—I' 2 

ー~ ~ ーコ〈
8
l
-

3
 

4
 
こ

＼一
5
 

7
 

戸 t三， 
戸］ニ

10 

6
 

—一 ―ーエー J 
11 

1 
第6図油田地区T-28出土遺物(-)

4 
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蓮池尻遺跡

゜
10cm 

1 
第7図 油田地区T-26出土遺物（一）

3 

いる。その出土状況、周辺地形等

から奈良期を中心とする建物跡の

存在が想定できる。

中山調杏区は寺前の東側にあた

り、地形の条件等より寺前調査区

の関連遺構の存在が考えられる。

退り調査区は鷲峰山西側斜面端

にあたり、斜面部からの崖錐堆

稼、大武谷川の氾濫等により形成

されている。それらの礫に混人し

て ~90cmより陶馬（第 7 図）が検

出されている。その形状は甫厚な

感を受け、硬度に焼きあがってお

り、首、尻部には淡緑色の自然釉

が認められる。面繋、尻繋、手

網、鞍部が具体的に造られてお

り、その形状をよく留めている。

ロ、耳、前輪、後輪、尾、脚部が欠損しており、体部は中空にて腹、尻部に穴が認められる。

重量は約810gをはかる。奈良時代の所産であろうか。
わた

2 . 渡り調査区（第5図）

大武谷川が南流し、油田にて東に方向を変化させ、再び流路を南に変える屈曲部右岸に位

置する。 10本のトレンチを設定掘開し、 T-9• 74• 88• より遺構を検出した。 T-9• 77 

は弥生時代中期前半の溝状遺構が耕t直下より遺物73...... 79を伴ってあらわれている。 T-88

からは幅約2.5----3.0mをはかる近世の東西溝が検出されている。 T-89では崖錐堆積の礫

が多く認められ、 T-6• 7・90-92では南に下降する粘土の堆積、および洪水砂層が存在

する。これらから、かつての大武谷川はT-9・74等を中心とする地区を挟む格好で現在の

大武谷川と妹山山裾をはいながら呉妹排水機場に向う 2本の河道に分流していた可能性が考

えられる。
と鉗f はすいけ いけぐま

3 . 殿田·蓮池• 池熊調査区（第8,_,15図）

平野の中央上部にあたり、蓮池の中心に最も安定した丘陵端部、微高地と考えられる。合

計22本のトレンチを設定掘開し、殿田調査区のT-43• 84• 85からは遺物包含層、遺構面を

検出した。 T-43では柱穴、 T-84では複雑な形状の土城・柱穴が地山上より掘りこまれ、
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蓮池尻遺跡

平安時代の土器、鉄滓等が出土している。 T-85では一60cmにて竪穴式住居の壁帯溝と考え

られる小溝が一部検出されており、谷を挟んで全域に遺構の存在が想定できる。

蓮池調査区は現在東京国立博物館に所蔵されている「備中呉妹銅鐸」が大正4年12月に発

見された地域であり、現在も出土地点を示す木碑が背谷川左岸に建てられている。銅鐸は増

築工事中の蓮池樋門部掘開途中に表土より約2尺許りを掘り下げた位置に埋没していたこと

第8図背谷川周辺微高地・遺跡想定図（
1 

500 
） 
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各位殿

岡吉調第 637 号

昭和61年 3月31日

岡山県古代吉備文化財センター

所長高橋誠記

「岡山県埋蔵文化財発掘調査報告 62」の配布について

このたび、標記の報告書を刊行しましたので、聘呈します。

文化財保護行政のための一助として、こ活用いただければ幸いです。

なお、お手数ですが、受領書を下記あてに 御返送くださいますようお願いします。

記

〒701-01 岡山市西花尻1325~3

岡山県古代吉偏文化財センター

受名頁書

岡山県古代吉備文化財センター

所長高橋誠記殿

住所

氏名

下記のとおり受領しました。

記

「岡山県埋蔵文化財発掘調査報告 62」

年,・ 月日

印



を知るために、現在の出水口から

大武谷川壁面にのぞいている土管

をにらんでT-50、51、52、79の

4本のトレンチを設定した（第9

図）。 4本とも樋の掘り方プラン

を把握することができ、なかでも

T-51においては表土直下22cmに

て包含圏と遺構面を確認できた。

遺構では「L」字状に曲がる約8

mの溝が一本検出されており、幅

65-90cm、深さ約30mを測り比較

的多くの土器片14•16•18•19,•

21 ・ 22• 23• 24• 25• 28• 30• 

31• 32• 39• 41 (第14図）が溝内

より出土している。 13•15•17 は

蓮池尻遺跡

第 9図 蓮池の樋想定位置図（
1 

3,000 
） 

P-8 内出土であり、他は包含層中および樋の掘り方内埋土出土である。 37•40.....,55までの破

片の多くは器面が靡滅しており、土器が移動したことを物語っている。同じく包含層中より

分銅形土製品半欠 1点、磨製石庖丁破片 1点、サヌカイト製石銑3点が出土している。

樋の掘り方は表土下約3mまでおよび、その中央に土管を裾ぇることによって機能してい

る。
いけぐま

3 . 池熊調査区（第8図）

蓮池調査区の東側にあたり、 5本のトレンチを設定掘開し、微高地と内山谷川の氾濫部分

を確認した。 T-75では耕作土直下に弥生時代中期末～後期後半の士城：柱穴を検出し、蓮

池調査区から小さい谷を隔てて継続する地区であることが判明した。また、 T-76では表土

下42mにて縄文時代後期（中津式）の包含層を確認する。東から西に向って10度角で傾斜し

ており、 8層（第39図）がそれにあたるしこの傾斜から蓮池調査区と池熊調査区の間に現在

の蓮池部分を南流した谷川が存在していた可能性がうかがえる。その谷部はT-49とT-76

間あたりと推定できそうであり、 T--:-77付近で分流して背谷川、内山谷川に合流していたこ

とも考えられる。 T-98では内山谷川の氾濫を受けた状況が認められた。
さらだ たけの1こし おきた

4. 皿田•竹西・沖田調査区（第 8 図）

背谷川の両岸、赤鳥居の所在地東西がその地区にあたり、殿田、蓮池、池熊から継続する

同一の微高地と考えられる。

-17-



蓮 池 尻 遺 跡

1 灰黒色士（水田）
2 灰色砂質土
3 灰色土
4 福色土（床士）
5 灰褐色土
6 暗灰色土
7 暗灰黒色土

8 黒色土
9 暗灰色砂
10 黒色砂質士

w /1 f 
11 黒色砂質土
12 明灰色微砂
13 明灰色粘質微砂
14 暗灰色粘質微砂
15灰色荒砂

゜
m 

16 淡灰褐色砂礫土（埋土）
第10図蓮池T-52(一810 ） 17灰福色砂礫土(//)

18 淡灰色砂礫土{ 9) 
ユ

a• 一后f~也\•sJ

暗灰黒色土 6. 
.{水田） 11 黒色土 16 黒色土（柱穴）

2 12 黒色土 17 淡黒茶色土(ij)
3 暗褐色 8 13 黒色粘土（溝）
4 淡黄灰色砂 9 14 黒色粘質土(//)
5 淡灰黒色土 10 15 黒色土｛柱穴）

叶

や ul 

第11図蓮池T-51(一）
1 

80 

叫

1 
塩 ．．匹年嗣2
•- I 2 

9一•
3 

7 . 0 
II 

4 

I 13 5 
I . 6 

7 
8 ， 
10 
11 
12 
13 工n
 

灰黒色土（水田）
暗灰色士（床土）
灰色土（床土）
灰色土
灰褐色ブロック士
褐色砂質土
灰色砂
砂礫
灰色粘質微砂
褐色砂
淡褐色砂
灰白色砂
淡灰褐色砂礫土

~( 

~ い／

第12図蓮池T-50(一）
1 

80 

E F 

（埋土）

第13図蓮池T-51(一う
1 

80 

-18-



蓮池尻遺跡

-19-



蓮池尻遺跡

皿田調査区では 5 本のトレンチを設定掘開し、 T-42 •94では安定した微邸地を確品した。

T-41・101・102では溝、 t濱等の遺構が存在する微心地が確認され、T-102が最も

高所で南西に緩かにF降していくことが判明した。 T-40では洪水砂と湧水が確泌されてお

り、この地区までは微高地が延びないことが理解できる。

竹西凋査区では 3本のトレンチを設定掘開し、T-45では溝状の遺構を確点したが、沖・

皿田調査区はど遺構密度は高くないものと考えられる。

沖田調査区では6本のトレンチを没定掘開し、一部IR河道を含むが非常に安定した微心地

であることを確品できた。 T-77では洪水砂が令t層に品められ、弥牛時代中 ・後期 L器片

が比較的多く検出された。しかし、これらはマンガン粒等が付行しており、 t流より移動し

てきた下実を物点っている。 T-78では&.t-_ T20mで遺物包含IMと困構面を検出しており、

5 本の柱穴が確忍されている。遺物は 7 世紀後半の須也器99-102 • 106、砥石了が出 tし

ており、この時代の集落址の＃在が想定できる。 T-63、 100に向って微高地が行 r- の削-~

を受けているが、集落址が延びていたものと考えられる。また、鶏El]• 尾崎丸田Jtdft区にも

微高地の一部がかかるものと想定できる。
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第4章 ま と め

今回の自備町妹、尾崎地区の確認淵介は計102本のトレンチを掘開することにより大略では

あるが、遺跡の存在、規模、内容についてのll体性を把捉することができた。

沖田、寺前、中山凋介区で約25,400nf、渡りJ紺介区で約12,160nf、殿田、蓮池、池熊、皿HI、

竹西、沖m、丸田、鶏田品査区で約246,000nfの遺跡地を確認↓た。総rrntiiは約283,560面に
もの 1まり、従来より発見例が希少であり、具体性の伴わなかった真備町の ·F-野部に仕 l,•l!Jt、仕

物址、溝等の遺構を中心とした弥牛時代中期ー中世までの /,•l11: 域が存在することが判明した。

妹、尾崎 (IB男妹村）の平野は大武谷川、 tr谷川、内山谷川の ....:_joJ川を囲む山々のtr錐堆祐
物と小田川の氾濫堆枯物により形成された沖桔1-r-~状地である。そして、 n跡地の分布は大武谷
川、背谷川両岸周辺を中心に形成されており、その分布域もまた小田川の氾濫沖柏作111と大き

く関連して存在している。現在の田面海抜高約15.0-15.3m付近を・¥野部で拾ってゆくと、そ

の等高線は蛇行して東流する小田川の流路平面形と同形状を'l:していることがわかる。とりわ

け、その形状が顕1fに表われているのは大武谷川 ・背谷川m,の松本凋介T-36北側のmt畔IL忍
められ、現在の小田川からさらに北方約300m付近まで河迅（第51図）が入りこんでいたこと

が理解できる。

心跡地はこの河逍の人りこんた東西両岸に位竹しており、西岸に弥牛時代中期 ・n鳳時代の
遺構、遣物を主にする油田、寺前、中山、渡りの涸杏区が所在する。また、東岸には縄文時代

後期 • 弥牛時代中 ・後期、古墳時代前期、白鳳時代の遺構 ・迫物を1-:.lc:.する殿田、述池、池熊、

皿田、竹西、沖田、丸1f1、趙III湖介区が所在する。前者は斤陵端および微凶地上、後者は微品

地を中心に営なまれている。さらに現在の田面洵抜品および遺構の分布から平野部の占地形を

復I原してみると、人武谷川により形成された微閥地と、背谷川により形成された微贔地の 2者

が存在する。その微ぶi地間に位訳する松本品介区の田面海抜ぷiは低く、低地の形状を',!ーしてお

り、 1山j者の微高地端の流水をまとめて小田川にitき込む流路として機能していたuJ能性が強い。

妹山東側裾部を通過して小田川に往ぎ込む流路の存在も考えられる。蓮池凋合区を中心とする

後者は広大な微高地 (750X500m)が想定でき、現在機能している竹谷川筋が微高地心j所に

あたり、東西、南に緩かにF降してゆくさまが≪取できる。また、背谷川、内山谷川間の池熊

調査区には田面の低位部が北より南に帯状に品められ、蓮池築造前に流路として機能していた

痕跡を残しているものと考えられる。 T-76では河道の左岸H部が検出されており、水田面よ

り130m下の黒色包含附中より縄文時代後期（中北式）の t器片 O.lOOg)がまとまって出

土している。この巾実はT-76北側に縄文時代以降安定した微高地の存在を考えることが I引能
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であり、東は只妹小学校東端、南は姐珀介敷、井I原線近くまでの範囲が推定できる。

述池を中心とするこの地区では現在、東J;fff'11[_博物館にある「備中只妹銅鍔J「t馬J、「J(li!」

が大1E四年に出土しており、場所は占備郡i.'"1妹村k.'f'.妹池ノ t字梨ノ木、 1377番地が出されて

いる。銅鐸出 tの状況は耕地のRLより約．一．尺許を掘り下げた位問から/1..lt-. しており、 I・部を
．． 

東南に横1::i1に埋没し周I用の f・.色が変化していたことが.ic録されている。 Illt-. 地の出載では妍築

L'fir卜の蓮池から樋/Ji,を距る20余間の所に岱り、放水LIを延長する必要件から 1一・竹罪没の施行

中その掘開線に於いて発見されている。そして、石、その他の材料にて圃んだり 、保，，知の痕跡

がよめられないことからH然に坪没したものと判断されている。

今l中の発掘涸介は、その状況のIH本性を追求把肘することに屯点を閥いた。まず、銅鐸Illt-. 

地番である1377番地の水HIを発掘したが樋の痕跡はぶめることができず、すぐ西側の水flf1378-

l、1376-1、1371-1において述池よりtr谷川に放水する樋の掘り }jを確点した。 _If'.速、通
池I凡より20余間（約36m)を押さえるとT-51を没定掘開した1376-1番地の水田北端と、

1371 -l番地の水田南端あたりの11J能性がうかびあがる（第 9図）。 T-51ではRI:ト・22-

60cmにて包含肘および溝、 tt穴等の遺構を確ぶした。この深さは銅鐸/1.lJ・.地点の深さ 2,~ に近

い数値をホしており、あるいは何らかの迫構に伴って銅鐸が出 tした可能性も朽えられる。ま

第51図 妹• 尾崎地区遺跡想定図 （ ） 
1 

10.000 

-37-



蓮 池尻遺跡

た、溝内出土遺物は弥生時代中期中葉の菰池期古相が中心を占め、若干新相が況入している状

況である。また、包含層中であるが分銅形t製品の下半部が出tしており 、菰池期に属すると

考えられる。その他では弥生時代中期後半から後期後半までの磨滅した土器片が多少出士し

てえり、この時期までの集落址が想定できる。なお、銅鐸出 t地をホすために建てられている

木碑の場所は店作業の妨げになるという理由で田圃内より外に移動されたものである。

沖田調査区のT-78では7世紀後半期を中心にする須患器等が多く、従来この平野では周知

されている時代の遺構の存在が貝体化し、寺前涸代区のT-86出tの須恵器、ならびに対岸の

八晶廃寺との関連も興味深いものである。

さて、発掘謁介の概要で個々の地区の概観についてのぺましたが、さらにトレンチ一覧表を

併用していただき、妹 • 尾的,p.野の持つ歴史的・J;実をとりあげ、真備町の牛立を具体化する展

望を期するものです。

一応、羅列に終始しましたが、72haのうち0.06haの確認調介ゆえに多くのイヽ安を残している

ことも下実であり、とくに山陽道 ・ 条用遺構については現在も •ti:複しながら機能している可能

性が考えられ、今後の圃場祁備計画の実施に際して倉敷地方振朗局、只備町荏業課、 Q備町教

育委U会、岡山虹文化課等の関係機関の連絡．協品の励ffを切帥するものであります。

参考・引用文献

藤原音松 「備中只妹銅鐸発掘地踏介報告」考古学雑誌第八巻刃こ号 1917年
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例 口

1. 本書は、御津町伊田、新庄、平岡西、石上地区一帯における県営圃場整備事業に伴

しんじようおのうえ

い、昭和60年度国庫補助を受けて実施した「新庄尾上遺跡ほか」の発掘調査概要報告

書である。

2. 遺跡は御津郡御津町新庄ほかに所在する。

3. 発掘調査は岡山県古代吉備文化財センター職員平井泰男が担当し、専門委員の

指導、助言を褐て、昭和60年11月25日から昭和61年2月3日まで実施した。

4. 本書の執筆・編集は平井が行った。尚、遺物写真については岡山県古代吉備文化財

センター職員井上 弘が撮影した。遺物、記録類は岡山県古代吉備文化財センターに

保管している。

5. 本書に使用したレベルの数値は海抜高である。方位は、第 1,_, 6、12、16、29-31

図が真北であり、他は磁北である。

6. 本書第2図に使用した地形図は建設省国上地理院発行の50,000分の 1地形図（岡山

北部、福渡）を複製したものである。
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新庄尾上遺跡ほか

第 1章地理的・歴史的環境

遺跡の所在する御津郡御津町は、岡山県の中央部からやや南東寄りに位置し、東部は赤磐郡

赤坂町と山陽町、西部は御津郡加茂川町と岡山市、南部は岡山市、北部は御津郡建部町と接し

ている。

面積は約114庫を有し、町の西北部には吉備高原に連なる標高400m前後の高い山々がみら

れるが、他の多くは比較的低平な山地や丘陵が広がっており、全面積の約80%を山地が占めて

いる。

一方、町の東部には岡山県の三大河川のひとつである旭川が、北部と南部で大きく蛇行しな

がら町を二分する形で南流し、周辺にいくつかの氾濫原や沖積地、河岸段丘を形成している。

さらに、西北部からは宇廿川が、また北東部からは新庄川がそれぞれ山地の間をぬうような形

で流れ、町の中央部で旭川に合流し、周辺に小規模な平野を形成している。こうした平野部の

なかでは、旭川が町の南部で大きく東へ蛇行する西岸部に広がる宇垣の平野が最も大きく、つ

いで新庄川流域の新庄および伊田の平野がある。

今回調査を実施した諸遺跡が位置する地域は、町の北東部にあたり、花岡岩質の標高100-

200mの山地と新庄川が形成した小規模な沖積地および扇状地が広がる地形を呈している。

このような地理的環境をもつ御津町内において、遺跡は現在約100遺跡が知られている。

これらのなかで最も古いものは、伊田の岩井山丘陵南端部において出土したと伝えられる縄

第1図遺跡位置図（黒丸印）

文時代後期の一片の土器片があるが、偶然の採

集品であり詳細は明らかでない（註 1)。現在

確実な遺跡としては縄文時代晩期のものが最も

古く、鹿瀬遺跡、原遺跡、野々口遺跡、酒屈谷

遺跡が知られている。鹿瀬遺跡は、町の北端部

で旭川が東に大きく蛇行した西岸の河岸段丘に

所在し、土器片が出土している。原遺跡は、町

の中央部の旭川西岸に広がる沖積地に位置し、

昭和26年頃から瓦粘土採掘時に土器や石器が出

土して注目された。昭和33-年、鎌木義昌氏、江

坂進氏によって出土した上器に関する共同研究

が発表され（註2)、縄文時代晩期の「原下層

式」設定の契機となった遺跡である。野々口遺
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ケ

第2図 御津町内遺跡分布図（一部） （ 
1 

_,., ・--
50,000 
） 
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跡は、原遺跡の南東約1.5kmの旭川西岸の河岸段丘に位置し、瓦粘土採掘中に土器包含層およ

び木の葉、 ドングリなどが見つかっている。

弥生時代の遺跡としては、旭川流域に位置する前述の鹿瀬遺跡、原遺跡（註3)、野々口遺

跡が縄文時代から引き続き営まれているのに加えて、町の北東部を流れる新庄川を見下す山麓

に中期から後期にかけての遺跡である岩井山遺跡、上伊田遺跡（伊田大谷遺跡、註4)、宅美

池遺跡、新庄尾上遺跡などが確認されている。これらのうち岩井山遺跡は、昭和50年に発掘調

査が実施され、中期後半の竪穴式住居2軒が検出されている（註5)。こうした弥生時代の遺

跡は、原逍跡、岩井山遺跡を除くと偶然に土器などが採集されているものが多く実態は明らか

でないが、未発見の遺跡も含め、旭川以外の小河川の流域にも弥生時代の人々が生活を営み始

めたことをうかがうことができる。

町内における古墳は約90基が現在確認されている。これらの古墳の分布をみると、その大部

分が旭川、宇甘川、新庄川の流域の丘陵上に位置しており、その流域に広がる平野を生産甚盤

として古墳時代の人々が生活していたことが知られる。

これらの分布状況をもう少し詳しくみると、旭川水系に約20基、宇甘川水系に約20基である

のに対して新庄川水系では約50基が確認されている。このうち旭川流域の草生、宇垣、野々口、

国ケ原などの平野を基盤とする古墳については前半期のものはあまり知られておらず、後期古

墳が主体をなしているのに対し、宇甘川流域では全長44mを測る前方後円墳の菅2号墳をはじめ、

一辺約10mの方墳である菅1号墳や小形円墳の中泉2号堵などの前半期古墳が存在し、引き続

き後期古墳が造営されている。さらに、最も数の多い新庄川流域においては、新庄川中流域に

1. 宅美池遺跡（弥生～中世）
2. 塚の谷遺跡（古墳）
3. 伊田沖遺跡（弥生～中世）
4. 新庄尾上遺跡（弥生～中
世）
5. 鹿瀬遺跡（縄文～弥生）
6. 原遺跡（縄文～中世）
7. 野々口遺跡（縄文～弥生）
8. 酒屋谷遺跡（縄文～古墳）
g_岩井山遺跡（弥生～平安）
10. 上伊田遺跡（弥生）
11. 宇条1号墳
12. 宇条2号墳
13. いかとう古埴
14. 平野古墳
15. 金川古墳
16. 恋坂古墳
17. 虫名古墳
18. 香雲寺裏1号墳
19. 香雲寺裏2号墳
20. 国ケ原神社西古墳

21. 火の釜古墳 41. 岩井山21号墳
22. 佐野古墳 42. 岩井山22号墳
23. 一本松1号墳 43. 岩井山14号墳
24. 一本松2号墳 44. 岩井山15号墳
25. 一本松3号墳 45. 岩井山16号墳
26. 一本松4号墳 46. 岩井山17号墳
27. 須道山古墳 47-58. 岩井山 2-13号墳
2~. 八幡神社古墳 59. 祇園古墳
29. 鍛治久古墳 60. 宇那山古墳
30. 天狗古墳 61. しんのう塚古墳
31. 熊野神社古墳 62. 殿谷1号墳
32. 経畔古墳 63. 殿谷2号墳
33. 天神鼻1号墳 64. 殿谷3号墳
.(前方後円墳） 65. 殿谷4号墳
34. 天神鼻2号墳 66. 金川城(~松城）
35. 天神鼻3号墳 67. 熊谷城
36. 天神鼻4号墳 68. 西谷城
37. 八つ塚古墳（前方後円墳） 69. 宇那山城
38. 岩井山18号墳 70. 殿谷城
39. 岩井山19-i号墳
40. 岩井山20号墳
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広がる新庄平野を西から見下す丘陵上に、全長約20.5mの前方後円墳である天神鼻1号墳およ

び全長約33mを測る前方後円墳の八つ塚古墳が近接して存在し、周辺にも前半期の古墳が知ら

れている。これらのうち八つ塚古墳の南西の伊田の平野を見下す丘陵上に位置する岩井山古墳

群の第2-8号墳は昭和50年に発掘調査が実施され、箱式石棺や石蓋土城を内部主体とする五

世紀代の方墳であることが明らかとなっている（註5)。このような古墳のあり方からみて古

墳時代においては新庄川流域が他に比べて優勢であったものと考えられる。

古代から中世の遺跡も原遺跡、岩井山遺跡で奈良•平安時代の遺物が知られている他、五輪

塔、宝簑印塔なども確認されているが、特に鎌倉～戦国時代においては、河川および陸上の交

通の要衡地であることから、戦国期の岡山県下最大級の城郭構造をもつ金川城（玉松城）をは

じめ、徳倉城、虎倉城、熊谷城、殿谷城など多くの山城が構築されている。

註

（註1) この土器片については、 「岩井山古墳群』 （後掲）おぷび「御津町史」 （後掲）に拓

本が掲載されている。

（註2) 「岡山県御津町原遺跡一縄文晩期の土器を中心としてー」 「瀬戸内考古学』第2号

瀬戸内考古学会 1958年3月

（註 3)原遺跡に関しては、現在県営圃場整備に伴う発掘調査が実施されており、弥生時代の

竪穴式住居、土城、柱穴など数多くの遺構、遺物が検出されている。なお、昭和57年

度に実施された原遺跡の確認調査については下記の報告書がある。

「原遣跡」 『小阪部・永富遺跡、備中平遺跡、原遺跡、昭和57年度圃場整備に伴う確

認調査J 岡山県教育委員会 1983年3月

（註4) 『岡山県迫跡地図第四分冊』 （岡山県教育委員会、 1976年3月）では「上伊田遺跡」

と記載されているが、 「岩井山古墳群J (後掲）および「御津町史」 （後掲）では

「伊田大谷遺跡」とよばれている。

（註5) 『岩井山古墳群』 御津町教育委員会 1976年5月

参考文献

(ll r御津町史J 御津町 1985年3月

(2) r岡山県遺跡地図 第四分冊J 岡山県教育委員会 1976年3月

(3)「金川古墳 御津町埋蔵文化財発掘調査報告2J 御津町教育委員会 1982年3月
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第2章調査の経緯

第 1節 調壺に至る経緯

御津郡御津町伊田、新庄、平岡西、石上地区一帯において県営圃場整備事業が計画されたの

に伴い、昭和59年12月17日付けで岡山地方振興局長より文化財保護法第57条 3にもとづく協議

文書が岡山県教育委員会に提出された。内容は、県営圃場整備事業予定地内において周知され

ている宅美池遺跡（御津町伊田）、新庄尾上遺跡（御津町新庄）の取扱いについてである。関

係者による協議の結果、これらの遺跡については、 (1)上事着手前に確認調査を実施する。 (2)調

査の結果、重要な遺構等が発見された場合は別途協議することとなった。また、御津町伊田に

所在する塚の谷遺跡についても、遺跡の広がりが圃場整備予定水田に及ぶ可能性があるため、

確認調査の対象とすることになった。この協議結果にもとづき、岡山県教育委員会は、丁事施

行前に遺跡の規模、状況等を明らかにし、遺跡の保護・保存を講ずるための基礎資料を得るた

め、昭和60年度国庫補助を受けて発掘調査を実施することになった。

なお、御津町伊田字沖に所在する伊田沖遺跡については、宅美池遺跡、塚の谷遺跡の確認調

査を実施中に新しく発見された遺跡（弥生時代から中世の土器散布地）であり、当該地が、圃

場整備予定地内に位置し、すでに一部では圃場整備丁事が実施中であり、緊急に保存協議のた

めの資料を得る必要があったため、遺跡発見届および昭和60年度文化財保存事業計画変更承認

申請等々の手続きをとり、当初の発掘調査計画に加えて調査を実施することとした。

発掘調査は、岡山県古代吉備文化財センターが実施した。発掘調査期間は、昭和60年11月25

日から昭和61年2月3日である。

調査にあたっては岡山県文化財保護審議会専門委員の指導・ 助言を得た。また、御津町役場、

御津町教育委員会をはじめ地権者等関係各位からは多大の御協力を得た。さらに、発掘作業に

従事していただいた地元有志の方々にも協力を得た。記して厚く御礼申し上げます。

第 2節 調査体制および日誌抄

調査体制

専門委員

鎌木義昌（岡山理科大学教授、岡山県文化財保護審議会委員）

近藤義郎（岡山大学教授、岡山県文化財保護審議会委員）

水内昌康（岡山県文化財保護審議会委員）
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岡山県古代吉備文化財センター

所長松元昭憲（昭和60年12月15日まで）

高橋誠記（昭和60年12月16日から）

次長橋本泰夫

総務課長佐々木清

調査課長河本清

文化財保護主事平井泰男（調査担当）

発掘作業員

家光三志、石川富雄、石原藤江、卯善常雄、江田英男、大森文香、宇野治郎、字野延夫、

友森冨貴子、内藤賢吉、西崎里志、林拌、林恭子、花房義資、松尾千鶴子、安宗貞男。

報告書作成協力者

竹本聡美、前原節子、佐野公子、大林洋子

日誌抄

昭和60年 塚の谷迫跡 T-7断面実測。 T-4,6,

11月 25 日~) 宅美池追跡調査開始。 T-1掘り下げ。 7埋めもどし。

26日因宅美池遺跡 T-1,2掘り下げ。 新庄尾上遺跡へ移動。

27日困宅美池遺跡 T-3,4掘り下げ。 12日困新庄尾上遺跡（以下昭和61年 1月22日

28日困 宅美池遺跡 T-4,5掘り下げ。 まで同じ） トレンチ設定。

29日圏 宅美池追跡 T-6-8掘り下げ。 T-1--6掘り下げ。

30日出宅美池遺跡 T-8掘り下げ。 13日囮図面整理。

塚の谷遺跡 T-1掘り下げ。 16日旧lT-1---6掘り下げ。 T-4平面実測。

12月2日旧） 宅美池遺跡 T-7断面実測。 17日凶 T-.1-9掘り下げ。

塚の谷遺跡 T-2,3掘り下げ。 18日困 T-2, 5, 8, 9掘り下げ。

3日因 塚の谷遺跡 T-2-6掘り下げ。 19日困 T-10~17掘りFげ。

4日困 塚の谷遺跡 T-5-7掘り下げ。 20日圏 T-10-17掘り下げ。

5日困宅美池遺跡 T-9掘り下げ。 T-4, 21日(±) T-5, 8~9,11-14掘り下げ。

5,7埋めもどし。 23日旧lT-5, 9 ,10-12 ,15掘り下げ。

6日個 塚の谷遺跡 T-5,6,8断面実測。 T-8,13,14断面実測。

T-5,8埋めもどし。 24日因 T-5,10-12,15,17掘り下げ。

7日山 塚の谷遺跡 T-2,3断面実測，埋め T-9, 12断面実測。

もどし。 25日困 T-5,10,11,17掘り下げ。

9日旧） 宅美池遺跡 T-1平・ 断面実測．埋 l 26日困 T-5, 10, 11,16~18掘り下げ。

めもどし。 ：昭和61年

10日因宅美池遺跡 T-1埋めもどし。 I I 1月7日因 T-16, 18掘り下げ。 T-10--12

塚の谷遺跡 T-2---6断面実測。
I 

平面実測。 T-8,9,13埋めもどし。I 

T-1-3,5,6埋めもどし。
I 
8日困 T-19-21掘り下げ。 T-10,11断面実I 

11日困宅美池遺跡 T-9断面実測．埋めも！ 測。
I 

どし。 9日困 T-20-22掘り下げ。 T~5,6 平面実
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測。 T-18,24,25埋めもどし。

IO日倒 T-18,20-22掘り下げ。 22日困 T-26断面実測，埋めもどし。

11日山図面整理。 伊田沖遺跡へ移動。

13日但） T-22, 23掘り下げ。 T-22平面実測。 23日困 伊田沖遺跡（以下1月31日まで同じ）

T-5---7 ,52断面実測。 T-1-5掘り下げ。

T-10-14埋めもどし。 24日固 T-1-5掘り下げ。

14日因 T-23, 24掘り下げ。 T-15~17断面実 25日出図面整理。

測。 T-5-7,10,22埋めもどし。 27日侶） T-1, 3-8掘り下げ。

16日困 T-24掘り下げ。 T-2 , 19, 20 , 2 3断面 28日因 T-1~8 掘り下げ。 T- 1,8平面実測。

実測。 T-15;....,17,19埋めもどし。 29B園 T-2-4,6, 7掘り下げ。 T-1,8断面

17日倒 T-24,25掘り下げ。 T-20平面実測。 実測。

T-1,18,21断面実測。 30日困 T-3,5,7掘り下げ。 T-2,4平面実測。

T~20,23埋めもどし。 T-4-6断面実測。

18日山図面整理。 31日固 T-3 掘り下げ，平• 断面実測。

20日閻 T-25掘り下げ。 T-18,21平面実測。 T-5,7平面実測。 T-2,7断面実測。

T-3,4,24断面実測。 発掘器材片付け。

T-1---4,21埋めもどし。 2月3日(J_j) 発掘器材片付け、撤収。

21日図 T-26掘り下げ。 T-25断面実測。 4 日因~28日固 調査報告書の作成；

第 3図 圃場整備対象範囲図（ ） 
1 
50,000 
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新庄尾上遺跡はか

第3章発掘調査の概要

たく みいけ

第 1節宅美池遺跡

〔1〕遺跡の位置 （図版2-1) 

遺跡は御津町伊田字上伊田に所在する。

町の北東部を流れる新庄川の下流域に広がる伊田の平野の北西瑞の東に、幅約100m、全長約

1,000mの狭少な谷がある。この谷の西端部に現在「巧池」が築かれており、この「巧池」の北

岸に弥生土器が発見され遺跡の存在が明らかとなった。この地点は、現在では池となっている

が、本来は北にある標高227mの山から南東にのびる丘陵の端部にあたるものと考えられる。周

辺には、北東約300mに第2節で述べる塚の谷遺跡が、また南西約300mに弥生時代中期から後期

の土器、石器が出土している上伊田遺跡（伊田大谷遺跡）が存在している。

発掘調査の対象となったのは、遺跡が発見された丘陵の東に広がる圃場整備計画のある水田

である。

〔2〕発掘調査の方法と調査結果の概要

発掘調査は、対象となる水田に、 2x20mのトレンチ 1本、 2X lQmのトレンチ 1本、 2X 

6mのトレンチ 1本、 2X5mのトレンチ 6本の合計9本のトレンチを設定し、遺構・遺物の

確認と土層観察、および図面作成、写真撮影等を行った（第6図）。

各トレンチの調査結果の概要は以下のとおりである。

トレンチ 1 (第7図，図版3-1) 

約90cmの掘り下げを行った。その結果、南半部では現表土面マイナス約20~2scmから黄褐灰

色、黄灰色を呈する細砂、粗砂などが堆積している。北半部では、マイナス約20cmから約70cm

の厚さで黒灰褐色および暗褐灰色砂質土がみられ、少量の遺物を包含している。

遺構は、南半部において近代のものと考えられる石垣状の石列がL字形に検出されたにすぎ

ない（図版3-1)。遺物は、数片の土師器、須恵器、須恵質土器；近柑・近代陶磁器の他に、

出土層位は明確でないが、サヌカイト製の石匙（第28図,111)が出土している。

トレンチ 2 (第7図，図版3-2) 

約80cmの掘り下げを行った。その結果、遺構および遺物包含層は存在せず、現水田耕作土直

下から粗砂および細砂がほぼ水平に堆積していた。遺物も、流れ込みと考えられる近世・近代

の陶磁器片が3片出土したにすぎない。

トレンチ 3 (第8図，図版3-3) 
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新 庄

最深部で約100cmの掘り下げを行った。

尾 上 遺 跡 ほ か

その結果、遺構は現代に近い時期と考えられる溝が

検出されたのみである。また、中世ではないかと考えられる遺物包含層 (7、15、16、19層）

が、 トレンチの中央部から南東端において確認された。この遺物包含謄には、最も浅い部分で

現表土面マイナス約15cmで達する。地山は、北西から南東にむかって緩やかに傾斜している。

遺物は、弥生土器、須恵器、中世土器などが少量出土している。

トレンチ4 (第8図，図版3-4) 

最深部で約110cmの掘り下げを行った。 その結果、遺構は存在しなかったが、中世と考えら

れる遺物包含層 (7屈）が確認された。最も浅い部分で、現表土面からマイナス約35cmで遺物

包含層に達する。地山は、北から南へ傾斜している。遺物は、須恵質土器片が出土している。

トレンチ 5 （第8図，図版3-5) 

約70cmの掘り下げを行ったが、遺構および遺物包含層は存在せず、現表土面マイナス約40cm

から細砂および10-30cm前後の礫を含む租砂が堆積していた。遺物は出土しなかった。

トレンチ 6

T-1 

（第8図，図版3-6) 

2m 
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褐灰色粗砂 13 
黄灰色粘質粗砂14
黄灰色細砂 15. 

淡褐灰色粘質細砂 16 
黒灰褐色砂質士 17 
黄褐灰色粗砂（礫含）18 
淡黄褐灰色砂質土 19 
暗黄褐灰色粗砂 20 

黄褐灰色粗砂
黄灰喝色砂質土（礫多含）
黄褐灰色砂質土（礫含）
黄褐灰色礫まじり粗砂
褐灰色礫まじり粗砂

T-3 三証
．
．
 

1
2
3
4
5
 

暗灰色粘質土（水田耕士）
淡灰色砂質土(Fe}
淡灰褐色砂質土
灰色粘質土（水田耕土）
黄青灰白色砂質土

6
7
8
9
1
0
 第7図
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新庄尾上遺跡ほか

T-2 

1 . 暗灰色粘質土（水田耕土） 4 黒色粗砂 7 黄灰白色粗砂
2 淡黄灰色粗砂(Fe.小礫含） 5 灰白色細砂 8 淡冑灰色粘質粗砂
3 淡灰色粗砂 6 茶色粗砂 9 灰白色粗砂

-~~ ——-V___1_ _ vi-V 

l 暗灰色粘質土（水田耕土） 4 黄茶灰色砂質土(Fe,Mn) . 7. 黒灰喝色砂質土

2 吉灰白色砂質士 5 灰白色砂質土 8 黄峨灰色土（地山）
3 黄灰色砂質士 (Fe) 6. 褐灰色砂質土

T-4 
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T-6 

T-7 

1 . 暗灰色粘質土（水田耕土）
2 黄灰色砂質土(Fe}
3 淡灰色砂質土
4 淡褐灰色粘質士

5 黄褐灰色粘質士{Fe) 
6 褐灰色砂質土
7 黒灰褐色砂質土
8 淡黄灰色砂質土

9 黄福灰色砂質土
10. 黒灰褐色砂質土
且褐灰白色砂質土

12. 黄灰描色砂質土（地山）

。
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第8図宅美池遺跡トレンチ2,4, 5, 6, 7断面図(-)
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新 庄 尾 上 遺 跡 は か

最深部で約100cmの掘り下げを行った。 その結果、北西部では現表土面マイナス約90cmまで

現代に近い時期と考えられる削平が及んでいる。遺構および遺物包含層は存在しなかった。

トレンチ 7 （第8図，図版3-7) 

最深部で約110cmの掘り下げを行った。その結果、遺構は存在せず、遺物も時期不詳（古墳

時代か）の土器片がわずかに出土したにすぎず、明確な遺物包含屈も確認できなかった。

トレンチ 8 (第9図， 図版3-8) 

約110cmの掘り下げを行った。その結果、遺構は存在せず、遺物も時期不詳の土器小片がわ

ずかに出土したにすぎず、明確な遺物包含層も確認できなかった。

トレンチ 9 （第9図，図版4-1) 

約110cmの掘り下げを行った。全体に石が多く検出され、特に西半部には径50cm前後の石が

大量に堆積していた。遺構は存在せず、遺物は13層から弥生～中世の土器が少量出土している

（第26図84)。

以上のように、今回のトレンチ調査においては、すぺてのトレンチで古い遺構は存在しなかっ

たが、中世ではないかと考えられる遺物包含屈がトレンチ 3、4で確認された。 こうしたこと

から、遺跡は、 トレンチ 3、4の周辺および北側の山裾から西側の丘陵先端部に存在している

ものと考えられる。一方、 トレンチ 2、5を結ぶ地域は谷部に、 またトレンチ 6-8の地域は

その谷にむかって下がる丘陵斜面にあたり、遺跡は存在していないものと考えられる。
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新庄尾上遺跡ほか

第 2節塚の谷遺跡

〔1〕遺跡の位置 （図版2-2) 

遺跡は、御津町伊田字上伊田に所在する。

第1節で述ぺた宅美池遺跡の北東約300mに位置する。宅美池の東の北東約200mに築かれている

中之池の北側の山裾に、一見円墳状の小丘が東の山塊とつながっており、近くから須恵器を採

集したと言われている（昭和49年度に実施された分布調査カードの記載による）。

発掘調査の対象となったのは、遺跡の南方に広がっている圃場整備計画のある水田および畑

である。

〔2〕発掘調査の方法と調査結果の概要

発掘調査は、対象となる水田および畑に 2X5mのトレンチ 6本、 2X4mのトレンチ 1本

を設定し、遺構・遺物の確認と土層観察および図面作成、写真撮影等を行った（第 6図）。

各トレンチの調査結果の概要は以下のとおりである。

トレンチ 1 (第10図，図版4-2) 

約110cmの掘り下げを行った。その結果、現表土面マイナス約25cmから粗砂が、またその下

層には粘土混りの粗砂が堆積していた。遺構は存在せず、遺物も流れ込みと考えられる近世以

降の土鍋、備前焼、磁器片が7片出土しているにすぎない。

トレンチ 2 (第10図，図版4-3) 

約100cmの掘り下げを行った。その結果、現表士面マイナス約20cmから地山と考えられる土

層が認められ、遺構は存在せず、遺物も畑耕作土中から明治以降と考えられる備前焼片が 1片

出土したにすぎない。当該地は現在果樹園となっており、開墾の際の削平が地山まで及んだも

のと考えられる。

トレンチ 3 (第10図，図版4-4) 

約110cmの掘り下げを行った。その結果、浅い部分で現表土面マイナス約25cmから粗砂が堆

積しており、マイナス約90cmで一部地山 (6層）＇が認められた。下層からは湧水があり遺構は

存在しなかった。また遺物も流れ込みと考えられる土師器小片、および備前焼小片が各 1片出

土したにすぎない。

トレンチ4 (第10図．図版4-5) 

約65cmの掘り下げを行った。その結果、現表土面マイナス約30cmから細砂および粗砂が堆積

していた。 10cm前後の礫も多く混っており、最下層ではグライ化している。また、下層からは

著しい湧水がみられた。遺構は存在せず、遺物も流れ込みと考えられる時期不詳の土師器が3
片出土したのみである。
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6 褐灰色砂質士{Mn)
7 淡福灰色砂質士

8 黒灰褐色砂質土
9 淡青灰色粘質粗砂
10言灰色粗砂まじり粘質土

。
2m 

1 
第10図 塚の谷遺跡トレンチ 1,2, 3, 4, 5断面図(-)
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新庄尾上遺跡ほか

トレンチ 5 (第10図，図版4-6) 

約100cmの掘り下げを行った。その結果、現表土面マイナス約60cmからは粗砂層がみられ、

北西部ではグライ化している部分もあり、湧水もみられた。北半部には、現表土マイナス約60

cmから30-50cmの礫が多くみられた。遺構は存在せず、遺物も流れ込みと考えられる近世以降

の磁器小片が2片出土したのみである。

トレンチ 6 (第11図，図版4-7) 

約120cmの掘り下げを行った。その結果、現表土面マイナス約50cmから細砂、粗砂が堆積し

ており、下層では一部グライ化しており、湧水もみられた。遺構は存在せず、遺物も出土しな

かった。

トレンチ7 (第11図，図版4-8) 

約55cmの掘り下げを行った。その結果、現表土面マイナス約15cmからグライ化した粗砂およ

び砂質土層がみられ、湧水が激しく掘り下げが困難な状況を呈していた。遺構は存在せず、遺

物も流れ込みと考えられる土師器小片が1片出土したのみである。

以上のように、当該調査範囲には遺構および遺物包含層は確認されず、遺物も流れ込みと考

えられる土器片が少量出土したにすぎない。多くは細砂、粗砂が厚く堆積しており、旧地形は

北および東の狭い谷から土砂が流れ込んで形成された谷部を呈していたものと考えられる。

T-6 
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- ]Ll..ID 
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1 暗灰色粘質土 4 黄褐灰色砂質士 8 灰色粘土
（水EB耕土） 5 淡灰色粗砂 9 灰白色細砂(Mn}

2 暗青灰色粘質土 6 灰白色粗砂 10 茶色粗砂(Fe}
（水田耕土） 7. 灰色粗砂 11. 灰白色細砂

3 淡灰色砂質土 12. 青灰色粘士まじり粗砂
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1 . 暗灰色粘土（水田耕土） 3 暗灰色粘士
2 青灰白色粗砂 4 青灰色砂質士

゜
2m 

1 
第11図 塚の谷遺跡トレンチ 6,7断面図（一）
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新庄尾上遺跡はか

い たおき＿

第 3節伊田沖遺跡

〔1〕遺跡の位置

遺跡は、御津町伊田字沖に所在する。

町の北東部を流れる新庄川の下流域には、町内でも有数の平野が形成されている。遺跡は、

この平野の北東部、標高181mの山から南にのびる丘陵の端部に位置する。現在の状況でいえば、

岡山県養鶏試験場の北東部、伊田八幡宮の南東部にあたる。周辺の遺跡としては、谷を隔てた

西方約500mの丘陵上に、弥生時代中期後半の竪穴式住居の発見された岩井山遺跡、および5世

紀代と考えられている岩井山 2-8号墳、横穴式石室内に土師質亀甲形陶棺が出土した岩井山

12号墳、横穴式石室内に須恵質陶棺が出土したといわれる岩井山13号墳、岩井山14号墳（円

墳）、 15、16号墳（方墳）などが存在している。

(2〕発掘調査の方法と調査結果の概要

発掘調蒼は、土器が採集されている水田を中心にして、 2X5mのトレンチ 7本、 2X4m、

1 Xl5 m、1XlQ m、1X9m、1X5mのトレンチ各1本を設定し、遺構・遺物の確認と土層

観察および図面作成、写真撮影等を行った（第12図）。

各トレンチの調査結果の概要は以下のとおりである。尚、 トレンチを設定した水田では、す

でに圃場整備工事に伴って水田耕土が除去されている部分が多い。

トレンチ 1 (第13図，図版5-2) 

最深部で約75cmの掘り下げを行った。その結果、現水田耕土直下から遺構（柱穴）および遺

物包含層 (5層）が確認された。時期は、明確ではないが古墳時代から中世のものではないか

と考えられる。地山は、北から南へむかって緩やかに傾斜している。遺物は、弥生時代から中

世にかけての土器片が少量出土している。

トレンチ 2 (第13図．図版9-1) 

最深部で約110cmの掘り下げを行った。その結果、現表土面マイナス約45cmで小石をつめた

暗渠排水を検出した。この暗渠排水は、この地点にかつて存在していたという民家に関連する

ものではないかと考えられる。また、現表土面マイナス約70cmから遺物包含栖 (4, 5, 6層）

および柱穴らしい遺構を確認した。時期は明確ではない。遺物は弥生時代から近世・近代にい

たる土器片が少量出土している。

トレンチ 3 (第13• 23-26図．図版 6• 7-1) 

約100cmの掘り下げを行った。その結果、現水田耕作土直下に中世と考えられる遺物包含屈

(5層）および柱穴が確認された。さらに、その下層には竪穴式住居が 1軒検出された。方形

を呈すると考えられ、最深部で床面まで約50cmが残存している (6層）。この住居址埋土上層
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において土器溜り状に（図版6-2)、また床面から10cm前後の高さから遺物が多く出土した

， （図版6- 1) 。遺物には、少量の須恵器（杯蓋• 身、壷、甕）と土師器の壷、甕、高杯、甑、

手づくね土器、製塩土器（第25図38)および鉄器（刀子か）がある（第23,24, 25図， 3• 4• 

7• 9 ---10• 17• 20• 23• 24• 29• 30 .35• 36• 39• 45• 59が上層土器溜り出土土器）。特に、

手づくね土器は完形のものが多く、総数で50個体以上出土しており、一部のものには口縁部が

片口状になっているものもある（第24図， 42• 48• 51• 53)。時期は 5世紀後半から末と考えら

れる。また、時期は不明確であるが鉄滓（約200g)が出土している。

トレンチ 4 (第14• 26図，図版7~2)

最深部で約140cmの掘り下げを行った。その結果、現水田耕作土下マイナス約5cmから遺物

包含層 (14謄）が確認された。また、マイナス約15cmで地山を掘り込んで柱穴および直径15cm

前後の杭穴（？）を伴う浅い溝が検出された（柵か？）。時期は不詳である。地山は、 トレン

チのほぼ中央部から南に大きく下がっているが、これは中世以降の削平によるものと考えられ

る。遺物は、弥生時代から近世・近代にいたる土器、陶磁器および鉄器、サヌカイト片などが

少最出土している。第26図79• 80は魚住焼と考えられる。

トレンチ 5 (第14·26図，図版 8-1• 9-2) 

最深部で約170cmの掘り下げを行った。その結果、現水田耕作土直下からマイナス約25cm か~

ら中世ではないかと考えられる遺物包含層 (3, 5層）、またマイナス約60cmで古墳時代では

-----—---―—ーないがと考えられる遺物包含屑て9層）—-ーおよび柱穴て8屈）等の遺構を確認した5―ざらに、マ

イナス約110cmからは弥生時代中期と考えられる遺物包含層 (12層）が認められ、マイナス約

150cmで地山に達する。遺物は、丹塗り土師器高杯（第26図， 75)や備前焼揺鉢(86)など弥生

時代から、近世、近代にいたるt器片および鉄器、鉄滓(.270g)、サヌカイト片などが出土して

いる。

トレンチ 6 (第15• 26図，図版9-3) 

最深部で約180cmの掘り下げを行った。その結果、現水田耕作土下マイナス約20cmで中世で

はないかと考えられる遺物包含暦 (2, 3層）が確認された。その下層にも弥生時代および古

墳時代と考えられる遺物包含層 (4, 5, 6層）があり、マイナス約110,cmから弥生時代中期

と考えられる遺物包含層 (7層）を確認した。遺物は、 7層から弥生時代前期、中期前半の土

器片が出土している他に、古墳時代から近世・近代にいたる土器、陶磁器および鉄器、鉄滓

（約750g)や土錘（中世）が出土している。第26図77は白色砂粒（長石粒か）を多く含む胎土

をもつ須恵器で時代は不詳である。

トレンチ 7 (第14• 26図，図版8-2) 

最深部で約160cmの掘り下げを行い、現水田耕作土下からマイナス約20cmで中世ではないか

-85-



新庄尾上遺跡ほか

T-4 

｀◎  

~/ 
--"'o 

L. 

A
 

T-7 

--、¥'1

,>.-・ -- —ー ア—三一＿―-三＿

冒りこーロ／〗
• ··-—-——\ 

＼ 

A 
B 

一 6
41:1.0 m 

1 

8 

10 9 

1・淡灰色砂質土
2 黄褐灰色砂質土(Fe,Mn} 
3 淡灰色砂質土(Mn)
4 黄色ブロック士まじり淡灰色砂質士
5 褐灰白色砂質土
6 灰白色砂質土
7. 淡灰褐色砂質土
8 淡灰色砂質土
9 淡褐灰色砂質土
10 灰色粘質土
11 . 灰白色粗砂(Mn)
12. 淡灰色粗砂(Mn)
13. Fe, Mn層

14. 灰褐色砂質土（包含層）
15. 黄灰白色砂質土
16. 灰黄色土（地山）

1 . 灰白色粗砂

2 淡灰色砂質土
3 灰黄色砂質土(Fe)

4 褐灰白色砂質土(Mn.包含層）
5 淡褐灰色砂質土( 9 ) 

6 褐灰色砂質土（包含層）
7 黒灰褐色砂質土(9)
8 暗灰褐色砂質士(.9) 

9 黒灰褐色砂質土(9)

10_ 黄褐灰色砂質土（地山）

2m 

T-5 

a 

4S.Om 

?111 

1 . 灰色砂質士

2 褐灰黄色砂質土(Fe)
3 灰白色祖砂(Mn,包含層）
4 淡灰色砂質土( 9 ) 

5 褐灰色砂質土い）

第14図

6 褐灰色粘質土（包含層）
7. 淡灰色相砂(~)

8 暗渇灰色粘質土（炭・焼土粒，柱穴）
9 暗黄灰謁色砂質土{~ ) 

10. 黄褐灰色砂質土(~)

伊田沖遺跡トレンチ4,5, 7 平• 断面図

11 暗灰掲色粘質土（包含層）

12. 灰黒色粘質土(q)

ほ黄灰褐色砂質土（地山）

‘.,' 

゜
1
-
8
 

‘,`` 

-86-



新庄尾上遺跡ほか

と考えられる遺物包含層 (4, 5層）を確認した。その下層においても、弥生時代から古墳、

奈良、平安時代ではないかと考えられる遺物包含層を確認した (6, 7, 8層）。また、マイ

ナス約40cmで柱穴を検出した。さらに、北端部ではマイナス約50cmから弥生時代中期と考えら

れる遺物包含暦 (9層）および柱穴が確認できた。北端部ではマイナス約70cmで地山に達した。

これらの遺物包含層および地山は南に向って緩やかに傾斜している。遺物は弥生時代前期から、

近世、近代にいたる土器、陶磁器が出土している。また、鉄滓が約5,550gと多量に出土してお

り、炉壁もみられる。鉄滓の時期は不明確であるが、中世の可能性も考えられる。

トレンチ 8 (第15図，図版9-4) 

約40cmの掘り下げを行った。その結果、現水田耕作土直下からマイナス約20cmで地山に達す

る。この地山面において柱穴2本が検出されたが、時期は不明である。

トレンチ 9 (第15図，図版9-5) 

最深部で約140cmの掘り下げを行った。その結果、最も浅い部分で現表土面マイナス約25cm

から弥生時代および古墳時代と考えられる遺物包含層 (3, 4層）が確認された。また、地山

面において弥生時代或いは古墳時代と考えられる柱穴1本を検出した。遺物は、弥生時代から

中世にいたる土器片が少量出土している。

トレンチ10 (第15• 26図，図版9-6) 

最深部で約110cmの掘り下げを行った。その結果、最も浅い部分では現表土面マイナス約35

cmで弥生時代から古墳時代と考えられる遺物包含層が確認された (3. 4; 5層）。また、］地

山面において弥生時代或いは古墳時代と考えられる柱穴2本を検出した。遺物は弥生時代から

近世・近代にいたる土器、陶磁器、およびサヌカイト片が少量出土している。

トレンチ11 (第15図• 26・28図，図版9-7) 

最深部で約185cmの掘り下げを行ない、最も浅い部分で現表土面マイナス約30cmで弥生時代

から古墳時代と考えられる遺物包含屈が確認された (3, 4, 5層）。遺物は、手づくね土器

（第26図， 11)や丹塗り土師器高杯(76)など弥生時代から中世の土器片および石器（サヌカイ

ト製スクレイパー，第28図， 110)、鉄滓（約290g)、土錘（中世）が出土している。

トレンチ12 (第10• 26図，図版9-8) 

約60cmの掘り下げを行った。その結果、現水田耕土直下マイナス約10cmから中世の遺物包含

層および柱穴等の遺構が検出された。柱穴内からは中世の小皿，杯（第26図， 81--83)が出土し

た。この下層においては、おもに粗砂や微砂が堆積しており遺構、遺物は確認されなかった。

以上のことから、今回トレンチを設定した地域およびその周辺においては、弥生時代から中

世にいたる集落跡の存在が想定できる。
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第4節新庄尾上遺跡

(1〕遺跡の位置

遺跡は、御津町新庄字尾上に所在する。

町の北東部を流れる新庄川の中流域に位置する新庄地区には小規模な平野が形成されており、

この平野の北東部から東にむかって幅約200m,長さ約500mにわたうて谷水田が広がっている。

遺跡は、この谷水田にむかって北向きにのびた丘陵の裾部に位置する。遺跡発見の契機となっ

たのは宅地造成であり、弥生土器および遺物包含層が確認されている。発掘調査の対象となっ

たのは、この丘陵裾部に営まれている圃場整備予定地の水田および畑である。現状では、比高

差約10mを測る丘陵裾部に幅の狭い水田、畑が階段状につくられている。

〔2〕発掘調査の方法と調査結果の概要

発掘調査は、対象となる水田および畑に 2X5mのトレンチ22本、 2X4mのトレンチ 3本、

2X3mのトレンチ 1本を設定し、遺構・遺物の確認と土層観察および図面作成、写真撮影等

を行った（第16図）。

各トレンチの調査結果の概要は以下のとおりである。

トレンチ 1 (第17図，図版15-2) 

最深部で約170cmの掘り下げを行った。その結果、現表土面マイナス約20cmから90cmまでは

客土が認められ、この客土の下暦に中世ではないかと考えられる遺物包含層および柱穴状の遺

構が確認された (7,11, 14層）。また、最下層には弥生時代或いは古墳時代と考えられる遺

物包含層 (15層）も認められた。遺物は弥生時代から近世·近代にいたる土器• 陶磁器および

サヌカイト片、鉄滓（約160g)が少量出土している。

トレンチ 2 (第17図．図版15-3) 

約90cmの掘り下げを行い、現表土面マイナス約30cmから中世ではないかと考えられる遺物包

含層 (9層）が認められた。その下層にも遺物包含層 (10層）があるが、時期は明らかでない。

遺物は弥生時代から近世・近代にいたる土器および鉄滓（約250g)が少量出土している。

トレンチ 3, 7 (第17• 18図，図版15-4• 5) 

現水田耕作土直下に地山が検出され、・遺構および遺物包含層は存在しなかった。水田造成時

における削平によって遺跡は削られて消失しているものと考えられる。

トレンチ4 (第17図，図版11-2) 

紐 0cmの掘り下げを行った。その結果、現表土面からマイナス約20cmで地山に達し、この地

山を掘り込んだ遺構（柱穴）が確認された。柱穴の時期は遺物が無く明確ではないが、ほぽ弥

生時代から古墳時代のものと考えられる。
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新庄尾上遺跡ほか

トレンチ 5 (第17図，図版12-1) 

最深部で約160cmの掘り下げを行い、現表土面マイナス約25cmから中世ではないかと考えら

れる遺物包含層 (4層）が認められた。その下層においても遺物包含層および柱穴等の遺構が

検出された。図の7屈は、出土遺物から弥生時代後期前半の時期と考えられる。これらの遺物

包含層および地山は、南から北へ緩やかに傾斜している。遺物は弥生土器、須恵器、奈良• 平

安と考えられる丹塗り土師器、中世土器、陶磁器および鉄滓（約40g)が出土している。

トレンチ 6 (第18図，図版12-2) 

最深部で約90cmの掘り下げを行い、現表土面マイナス約35cmから遺物包含層 (6層）および

柱穴等の遺構を確認した。時期は明確ではない。遺物は奈良• 平安と考えられる丹塗り土師器

皿（第27図， 96)や車輪文タタキをもつ須恵器 (95)などが出土している。

トレンチ 8 (第18図，図版16-1) 

約110cmの掘り下げを行った。その結果、現表土面マイナス約20cmから土器を含む砂質土層

(3, 4, 5, 6脳）が堆積しているが、二次的な包含層と考えられる。最下層は粗砂でグラ

イ化しており、湧水がみられた。

トレンチ 9 (第18図，図版16-2) 

最深部で約230cmの掘り下げを行った。その結果、現表土面マイナス約130cmから遺物包含

層 (7, 8, 9層）が確認された。特に 9層には土器が多く、時期は弥生時代後期前半と考え

られる。遺物は、白磁碗（第27図， 107)をはじめ弥生時代から近世・近代にいたる土器、陶磁

器片および鉄滓（約30g)が少量出土している。

トレンチ10 (第18図，図版13-1) 

最深部で約60cmの掘り下げを行った。その結果、南端部では現表土面マイナス約15cmで地山に

達し、この地山面において柱穴および竪穴式住居が検出された。竪穴式住居はトレンチの北端

部において一部分が確認されたものでほぼ円形を呈し、壁体溝が明瞭に検出された。残存状態

はあまり良くなく、床面から15cm前後が残っているにすぎない。時期は明確ではないが、竪穴

式住居は弥生時代、他の柱穴は弥生時代および古墳時代のものと考えられる。

トレンチ11 (第10図，図版16-3) 

約170cmの掘り下げを行った。その結果、現表土面マイナス約65cmで古墳時代後半と考えら

れる遺物包含層 (9層）を確認した。その下層においても弥生時代から古墳時代と考えられる

遺物包含層および柱穴等の遺構を確認した (10---13層）。遺物は、白磁碗（第27図， 106)をは

じめ弥生時代中期から近世・近代にいたる土器、陶磁器が少量出土し贔ている。

トレンチ12 (第19図，図版13-2) 

約80cmの掘り下げを行った。その結果、最も浅い部分で現表土面マイナス約25cmから中世で
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新庄尾上遺跡はか
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新庄尾上遺跡ほか

はないかと考えられる遺物包含層 (5層）が確認された。その下層においても遺物包含層 (6、

7層）があり、 7層では土器が多く出士した。また、遺構は、現表土面マイナス約70cmで検出

された地山面において柱穴等が確認された。時期は、弥生時代から古墳時代と考えられる。遺

物は弥生時代から近世・近代の土器、陶磁器が少量出土している。

トレンチ13,14,15,16,17,19 (第19・20図，図版16-4 -8 , 17 -1) 

130-180cmの掘り下げを行い、いずれも祖砂、細砂を中心とした土層が堆積しており、遺

構は存在せず、遺物も流れ込みと考えられる土器、陶磁器片が少量出土したのみである。

トレンチ18 (第20図，図版14-1) 

最深部で約70cmの掘り下げを行った。その結果、現表土面マイナス約30cmから遺物包含層

(6層）および柱穴、溝等の遺構が確認された。溝は、幅22-45cm、深さ15cm前後を測り、弥

生時代後期のものと考えられる。柱穴の時期はほぼ弥生時代から古墳時代と考えられる。

トレンチ20 (第21図，図版14-2) . 

最深部で約180cmの掘り下げを行い、現表土面マイナス約45cmから遺物包含屈を確認した

(6, 7層）。時期は弥生時代から古墳時代と考えられる。また、マイナス約85cmで炉および

柱穴2本を検出した。炉は、約85x 60cmを測る不整楕円形を呈し、色調は灰橙色や黄灰色で、

非常に固く焼けている。炉は地面が直接焼けたもので、掘り方等は確認できなかった。また炉

の周辺には 5cm前後の炭片が多く散布していた。柱穴は、いずれも匝径25cm前後を測り、埋土

ー 中に炭、焼土片が多くみられることから炉と関連するものと考えられる。また、炉の上面から

1-2 cmの高さでサヌカイト製の石器（第28図， 112)が出土している。これらの炉および柱穴

の時期は明確ではないが、ほぼ弥生時代のものと考えられる。

トレンチ21 (第21図，図版15-1) 

最深部で約55cmの掘り下げを行った。その結果、地山面において柱穴が検出された。柱穴内

には出士遺物がほとんど無いため時期は明確でない。遺物は士器、陶磁器、サヌカイト片がこゞ

く少量出土している。

トレンチ22 (第21図，図版17-2) 

最深部で約105cmの掘り下げを行った。現表土面マイナス約60cmで地山に達し、この地山を

掘り込んで溝、士城などが検出された。これらの溝、土城は出士遺物などから近世以降のもの

と考えられる。また、北西端部で検出された落ち込み (6屈）は、溝や土城よりは古いが、時

期は明確でない。遺物は古墳時代から近世・近代の土器、陶磁器片が少量出土している。

トレンチ23 (第20図，図版17-3) 

最深部で約140cmの掘り下げを行った。その結果、遺構および遺物包含層は存在せず、遺物

も流れ込みと考えられる土器片が少量出土したのみである。なお、図の10層はビート層で、木
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新庄尾上遺跡ほか

片（桜など）や木の葉などが出土した。

トレンチ24 (第20図，図版17-4) 

約140cmの掘り下げを行った。その結果、最も浅い部分で現表土面マイナス約60cmから古墳

時代後半と考えられる遺物包含層が確認された (7,8, 9層）。遺構は存在せず、遺物は古

墳時代から近世・近代にいたる土器、陶磁器片および鉄滓（約115g)が少量出土している。

トレンチ25 (第22図，図版17-5) 

最深部で約205cmの掘り下げを行った。その結果、現水田耕作士直下から約70cmの厚さで客

土が堆稽しており、その下屑に遺物が出土する灰色枯土層があるが、これは二次的な包含層と

考えられる。遺構は存在しない。

トレンチ26 (第22図，図版17-6) 

最深部で約185cmの掘り下げを行い、現表土面マイナス約30cmから中世と考えられる遺物包

含層 (6層）を、またその下層にも遺物包含層 C7 -10層）を確認した。 10層は出土遺物から

弥生時代後期と考えられ、その下面において、柱穴、土城などの遺構を確認した。遺物は弥生

時代後期から近世・近代にいたる土器、陶磁器および鉄滓（約345g)が出土している。

以上のことから、遺跡は、遺構および遺物包含層が確認されたトレンチ1,2 ,4-6, 18, 21, 20 

の周辺とトレンチio-12,20の周辺の大きく 2か所に存在しているものと考えられる。そして、

トレンチ3,7,22の周辺については本来遺跡は存在していたものの後世において削平されている

ものと考えられる。またトレンチ8,25や13--15,19の周辺は南からのびる谷部に、またトレン

チ16,17 ,23の周辺は東からのびる谷部に位置し、遺跡は存在しないものと考えられる。
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（水田耕土） 8 淡灰色砂質士 （畑耕土） 8 淡褐灰色砂質土(// ) 

2 灰色砂質土 9 暗灰褐色粘質士2 灰色砂質土 9 褐灰色砂質土{ // ) 
3 褐灰白色砂質土（客土）10・シ炎灰色粗砂 3 黄灰色マサ土（客土） 10. 黒褐灰色砂質土{ // 
4 灰色砂質士(//) 11. 灰黒色砂質土 4 黄灰白色砂質土(Fe) 11. 灰褐色粘質土（遺構）
5 淡灰色砂質土(,,,,) 12 暗灰黄色砂質土 5 描灰白色砂質士 12. 黄灰褐色砂質土
6 黄橙色砂質土{,,,,) 13 褐灰色粘質土 6 黄褐灰色砂質士（包含層）
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第22図 新庄尾上遺跡トレンチ25,26断面図(-)
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新 庄尾 J- 遺 跡ほか

表ー 1 トレンチ調査概要一覧表

宅 曼 書 ●鴫

トレン

チ蓄号
遭

i i 
lJ 慮の谷遭 ●I I トレン

遭 物

包含雇

無 I j-緬器．須患器．，＂恵 質土器．年・近代磁器．石匙
薫 近世•近代陶磁器
有 弥牛土器．土師器．須患器．中世土器．近世•近代磁器
有 頃患質t器
薫 t;.L 
薫 l±鰤●土器
無 ±師質士器
憮 ナ師賃土器
薫 l弥生から中世の土器．近W・近代磁粽． 鉄釘

出 ±
 

遭 物

遭 物
出 士

包含層

―薫 1近世・近代土器．陶磁器
無 近代鐵前焼
驚 土帥質土器．鐵前焼
無 土緬質士器
薫 近世・近代磁器
慧 なし
憮 1土帥霞土器

遭 物

現&.:t ill揖.di物
出 I● レペル I包含層ま て

(ml の深さ (cal
ti , 少 725す ＿＿
惰少 71.50 -
少● 73.21 -15 
惰少 7390 I -35 

74.97 
惰少 73.82
僅少 78.90
僅少 77.50

生 ＿ 量~ 72.5紅

l 現及t 遺構．遭物
1:11 t● レペル 1包含層まて

(m) の深さ(cal
I 一 I -惰少 8758 -
傍少 91.91
僅少 8921
僭少 8879 
僅少 8921 
I 87 92 
穫’少 89.65

伊田冷遣●

トレン

チ番号

現表1.遺構．遺物
出ナ● レペル包含暦まて

(m) の探さ(a,)

穴 1 有 1 弥生中期一土器．須恵器．中世士器
L― 七—←
少景 48.44 -25 

？界itt穴I~ I鷹I』i雪信且且旦こ）鉄滓""'., 『l 〗!]
柱 穴 有 I釈E土器．土師器．須恵器．中世±1,, '. 少 量 48.42 -25 
柱 穴 有 弥生後期I器.j-師器．中世土器

薫 I I 
少● 48 42 -35 

有 弥牛中期・後期」器.'Ii恵器．丹吃り十師器．餃滓<290 u> 多 ● 48.48 , -30 
柱穴 有須恵器．中世t器 丘 aI 46.94 I -20 

遭 出 土 遭 物

遺 物 ~ F, 戸 ロ臼．遺物T
出 士 遭 物 出土電 1 レペ9い包含層まで

包含層 (ml の探さCea)

肴 l"Jj; 生土器．須壱器．土帥器．中柑土器．鉄滓 (160g)サヌカイ ~n 可● I 68 16 I - 65 1 
有 弥生士器．頃恵器．中世士器．鉄器． 鉄滓 (250g) I 少● 67.96 30 
慧 近世・近代磁器．古鼓 （寛永通宅）．鉄器 罹少 7433 
焦 j-師質土器．頃恵質土器 僅少 71.41
有 弥生後期土器．頃恵器,f}冷り土師器．中世土器． 鉄器．鉄惇 (40g) 多 ● 76.30 I ・25 
有 須恵器（車綸文クタキ）．丹 り士師活皿．巾1111,名i I少 ● I 71.40 35 

7 慧 1 無 なし ― I 75 24 
8 薫 無 中世土器．近世陶器． 鉄釘 僅少 7027 
9 薫 有 弥生中期 ・後期土器．＇員恵器．早島式±器．瓦 R鍋． 白磁嗣．鉄滓 (30g l 中 ● 76.03 -130 
10 翌苅桟．比て 無 なし 81.49 
II 柱穴
) 2 I柱穴 | 有 I弥生中期・ 後期這．丹かり土器.: 頁恵器．中世j器 .B磁嗣 中 曇I1192 -65 

有 項恵器．土鰤質t器．．雨焼．石饒．サヌカイト片 中 ● 73.83 -25 
13 慧 薫弥生土器． 頃恵質士器．近世•近代磁器 少● 75 32 
14 篤 焦鋼雨焼襦鉢．近世 ・近代磁器 僅 少 72.64
15 無 憮 狙原器．近世 ・近代陶磁器 l少 ● I 78 14 
16 薫 無 中世土細質t鍋．傭前焼甕．近世・ 近代磁器．鉄片 僅少 7384 
17 薫 無 頃恵器．早島式土器．近世・近代陶磁器 l少 ● 77.81 
18 柱穴． 溝 有弥生後期士器.j-師質ナ器．＇員恵質士器 僅少 72.36 -30 
19 繁 焦 , , 員甕器．中世土器．膏磁遁弁文碗．明暉 l少 • s1 oo I -
20 柱穴．炉 有 弥生中期土器.: 員恵器．早島式土器．石器．サヌカイ＂片 中 ● 71.30 -45 
21 柱穴 驚 土師賃士器．近世 • 近代磁器．サヌカイ＂片 僅少 6968 
22 濤．土凛 無 須患器．中世材釜．近世•近代陶磁器 少量 73.54
23 薫 無 弥生土器．中世土器 少量 10.2sI -
24 慧 有 1頃恵器（卓綸文タクキ）．早島式土器．中世羽釜．瓦粽椀．鉄滓 C115 g) 少 ● 68 58 60 
2s I 薫

I I 
I無 I'fi急器．中世t器．白磁蜀 近世・近代陶磁器 少 . 74 84 -

26 柱 穴 有 弥生後期士器．項恵器.!i!n虹器・ 翡研 (345g) _k___._上卑」ーニ⑩
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新庄尾上遺跡ほか

表ー 2 遺物観察表

番号 器種
法量(e創

形態 . F-法の特徴 色調 胎土 焼成 1 備考
口径 器高 底径

I 壷 16 2 o顆部外涌iKクシ描き文， 「暗灰色 微砂少量 序―穀 0内外面自
然釉。

2 " 0内面内海波タタキすり消L。 青灰色 ,, ,, 0外面自然
釉。

3 甕

゜
,, 暗青灰色 微砂 ,, 

4 杯 蓋 13.6 4.2 0ヘラ削り右方向。 暗灰色 微砂少量 ,, 

5 杯身―|― 青灰色 微砂 ’’ 
6 0内面ユビナデ。 灰褐色 ’’ ’’ 
7 壷形甕土器 ―9.4 ― - 黄灰白色 " 良好 0水こしに

94120.2 
近い。

8 ,, O底部外面ユビナデ。 暗橙色 ’’ 
,, 0丹塗り。

， i ＇ IO 9 " 7.2 95 - 0外面やや粗いハケメ。 灰橙色 " 
,, 

甕 形士器 12 2 0外面粗いハケメ。内面板ナデ． 灰白色 ,, 
" 0赤茶色粒

ヘラ削り。 含む。

11 ,, OD縁部内外面ヨコナデ。 橙色 細砂 " 
12 ’’ 0体部内面ヘラ削り。 橙灰白色 微砂 ,, 

13 ’’ 0体部外面ハケメ，内面ユピナデc ‘’ ’’ 
,, 

14 ,, 15.0 0体部外面粗いハケメ。 橙褐灰色 細砂 " 
15 ,, 14 8 

゜
,, 

" 微砂
,, O鴎外面
煤。

16 ,, 11.4 0体部外面ハケメ。 黄灰白色 ’’ " 
17 ,, C体部内面ヘラ削り。 灰白色 細砂 ’’ 
l8 ’’ 13.4 

゜’’ 
,, 

" 
,, 0外面磨滅

19 ’’ C体部外面ハケメ。 橙灰白色 ,, 
" 0赤茶色粒

20 ,, 15 0 0体部内面ヘラ削り。 灰白色 ,, 
’’ 

21 ,, 12 4 C体肖（外面ヘラ磨き風の粗いハケ ,, 微砂 ’’ 
メ。

22 高杯形土器 16.0 橙色 水こし ’’ 0赤茶色粒

23 ,, 14.4 11.5 IO 6 0脚部外面面取り痕。 淡灰橙色 微 砂 ,, 
0 " 

24 " 13.8 11.2 IO 6 O裾部内頂荊いハケメ。 灰黄橙色 ,, ,, 0 ,, 
25 ,, 15.0 11.0 10.8 O杯部下端に粗いハケメ。杯部と 淡灰橙色 ’’ ’’ 0 ,, 

螂で剥離。

26 ’’ 16.2 橙灰白色 ,, 
’’ 0 ,, 

27 ’’ 15.8 O杯部下瑞外面指頭オサエ。 淡橙灰色 ,, ,, 0 ,, 

28 ,, 
14.6 I 11.5 10.8 0脚部外面面取り痕。裾部内面粗 橙黄灰色 ,, 

" 0 " 
いハケメ。

29 ’’ 14.4 - 0 ,, 。杯部内面穿 橙灰白色 ,, ,, 
0 " 

孔。
30 ’’ 8.4 黄灰白色 ’’ 

,, 

31 壷形土器 8.0 IO.I O調整不詳。 橙灰白色 ,, ,, 0赤茶色粒
32 柑形土器 10.0 0 " 橙色 水こし ’’ 
33 " c涸整不詳。 橙灰白色 微砂 ’’ 0赤茶四］
34 ’‘ 11.4 7.8 0体部外面ヘラ磨き風板ナテ。 ,, ,, 

‘’ 
35 16.0 橙色 水こし ,, 0赤茶色粒
36 籠形土器 0外面粗いハケメ。 黄灰白色 細砂 ’’ 〇把手1つI

残存

37 ” 27.0 31.7 0内面ユピナデ。 淡橙灰色 微砂 ’‘ 0 ,, I 
0赤茶色粒

38 製塩土器 頃面和クタキ。内心面ユピ9閾デ。 l製K白色 “ ’’ 0赤茶色粒

39-58 手づくね土 0内外面指頭オサエ 灰白色～褐 ，9 ,, 

器 42, 48, 51, 53は 灰色一橙灰細砂 f 

白色。 1 

59 鉄 器 0最大幅161111,厚さ 15a。現存I I " 0刀子か？

印 I甕形土器 16.6 O暉長74_,内面ヘラ磨き。 I暗褐灰色 微砂 ’’ 
61 I ,, 17 2 0 ,, 。体部外面ヽ褐灰色 I ,, I ’’ 

ケメ。 I 
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表ー 2 遺物霰察表

法量に叫
， 

番 号 器種
口径 器高 底径

形煕•手法の 特 徽 色調 胎土 焼成 備考

62 甕形土器 18.l 0体 i1iiハケメか。
校橙褐灰白色色

微 砂 I良’‘好'63 ” 18.2 0体瑣内而ユピナデか。
糾 宣 形土器 7.6 淡褐灰色 " 

,, 

65 ’‘ 14.8 0頸部外面へう描き杖諏。 灰白色 ’‘ 
,, 

66 ,, 
O緬斜格子円輝文。文． クシ描き消テ． ’’ ’‘ ’‘ 

67 ‘’ 0外面ク牙苗き斜格子文。 褐灰色 ’’ 
,, 

68 ’’ 0外面円形浮文．刺突文。 灰白色 ’’ 

~ 69 ,, 0外面ク塩き平行．波状文。 暗fl)灰色 ’’ 
70 手づくね土器 5.0 0内外角指頑オサエ。 黄灰白色 ,, 
71 甕形土器 14 0 0体州外面ハケメ。 黄褐灰色 細砂
72 杯 身一 9.0 O底部内外面ユピナデ。 淡青灰色 微砂 竪綬
73 ’’ 90 灰色 ,, 

I'.:、:74 杯 蓋ー 青灰色 細砂
75 叫形土器 黄B白色 精製 良好

な面丹I
76 ‘‘ 

,, 
’‘ 

0 ,, 

77 0外面凸帯．浮文。内而ユピナデ， 青灰色 微砂 0白色粒が
多い

I 797, 8 80 
0外面にヘラ描き文。 橙灰白色 桔製 ’’ O方向不詳
0内面青海波タタキのちナデ。 青灰色 微砂 ,, し魚仕焼か

81 小 皿 7.8 1.2 56 O底部外面ヘラ切り。 黄灰白色 " ’’ 
82 " 7.4 I 4 56 0 ’’ 橙褐灰色 ’’ 

,, 0ほば完存
83 杯 O底部外面へう切りか。 淡袴色 水こし ’’ 
84 ‘’ 7.8 

゜
’‘ 青灰色 微砂 やや甘

85 鍋 260 〇体部外面指頭オサエ。内面ナテ'o灰白色 ’’ 瓦質
86 揺 鉢 一 O暉 IC条線。 赤褐灰色 ,, 序緻 0備前焼
87 甕形土器 O口縁端部外面に3条研洩目。 黄灰白色 ’’ 良好
88 ’’ 15 6 O口縁端邪外面に2条の凹線。 灰橙色 細砂 ,, 

89 " 12.6 0体部外面ハケメ。内。裾面部ヘ内ラ削外面り。l・I淡灰柁色 I ,, ‘’ 
90 高杯形土器 一 12.8 0脚部外面ヘラ磨き 淡橙色 籾 製 ,, 

ハケメ。
91 甕形土器 灰白色 微砂 ,, 

92 ,, 0口縁端部外面クシ描き杖疎。 黄灰白色 ’’ " 
93 ,, し体部内面ヘラ磨き。 暗褐灰色 " ’’ 
叫,95 甕 0内面に車綸文タタキ。 校青灰色 ’’ 竪紐
96 皿 15 0 O底部外面ヘラ削りか。 I淡虹灰灰色色 粕 製 良好 0月り97 杯 6.0 O底部外面糸切りか。 微砂 やや甘 〇；頁恵質
98 0外面に凸帯。 暗青灰色 I咤 紐 0 ,, 
99 椀 0外醐頭オサエ。内面ヘラ磨きi黒色 粕 製 瓦質 O瓦器
JOO 壷 0内外面ヨコナデ。 暗灰色 微砂 I堅 紐し備前焼
101 甕 。

’’ 淡色 ,, ,, Io ,, 
102 椀 5.4 O底部外面糸切り。 I 暗灰色 ’ ,, 0須恵器

103 ,, 6.6 

゜
’’ 淡青灰色 ,, 

’’ 0 ,, 

104 碗 0内外面に釉。 暗オリープ精良 ’‘ 0明＂磁
105 Iヽ 0外面に蓮弁文。 I オリープ色I，9 ’’ c ~ 磁蓮弁

文碗
106,107 ,, 0内外面に釉。 白色 ，9 ,, 

0白磁
100 甕

Iニ
0内面に格子タタキ。 青灰色 微砂 ’’ 0須恵質

109 ,, 

00O豆内臥2 面か所に駆に中:-刀•部文-臥。タ.最クMA大饂キか"-,.... 。".-臥・ 最！' . 
’‘ ’‘ 0 ,, 

110 I 石 器 サヌカイト 0スクレイ
9 ゞ—

111 ,, サヌカイト n石匙

I 
112 ,, サヌカイト J石槍か

I I 
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第 4政 ま と め

今回確E忍凋杏を実施した遺跡は、御tr.町伊mに所在する宅芙池遺跡、塚の谷遺跡、伊[LI沖遺

跡および御if町新Itに所在する新IEI~f-.追跡である。凋介のH的は、,.,該遺跡固辺の水l!I、畑

が~;営圃場悴備を実施するため、 r: ・J墳印前に遺跡の規模、状況等を確認し、保設・保存のため

の几礎行料を作成することであった。

これらの遺跡は、従来L器が採史されていたり遺物包含訊が一部確認されていたものである

が、いずれも遺跡の実態は明確ではなかった。今回の調査は圃場整備に伴うもので、対象となっ

たのが圃場整備が実施されるf定のt地という制約があるものの遺跡の規模、性格等について

のh益な資料を得ることができた。

宅芙池遺跡については、圃埠悴備対象水1:.11地域において、北側の丘陵沿いの水田で遺物包含

悩が確認されたが、遺構は確忍されなかった。遺物包含,~の時期は、出上遺物が少なく必ずし

も明確ではないが中世ではないかと考えられる。その範囲は約900面と推定される（第29図）。

遺物包含層までの深さは、鋲もit.い祁分で現表 L面からマイナス約15cmである（トレンチ 3)。

これ以外の部分は谷部および谷部につながる丘陵の裾部に相‘りするものと考えられる。こうし

たことから遺跡の本体については、かつて上器が採集されている「巧池」の北側の斤．陵裾部が

想庄できる。

塚の谷遺跡については、圃場整備予定水田地域には流れ込みと考えられる遺物が少凩出 tす

るものの遺構および遺物包含陪は確認されず、遺跡は存在しないと考えられる。各トレンチの

状況から、当該地は谷部にあたるものと考えられる。

伊田沖遺跡については、すべてのトレンチにおいて迫構あるいは遺物包含附が確品され、遺

物はコンテナ約8箱出 tしている。多くは現71<[£]耕作 t伯Fから確忍され、時期は弥牛時代中期

から中世と考えられ、 ,11該期の集落跡の存在が想定できる。

検出された遺構、遺物のなかでは、トレンチ 3における竪穴式仕居やトレンチ12の中世柱穴

やトレンチ 3 、 5 、 6 、 7 、 11 出士の鉄滓などが注目される。竪穴式Lt居内には翌~·l な遺物が

出tしており、特に総数50個体以tを数える fづくね士器の出 tは、従来類例のあまり知られ

ていないもので貴屯な資料となるであろう。また、これらははば5世紀後半から木と考えられ

るが、御津町においてはこの時期の仕届址としては最初の発見であり、周辺の丘陵上に存在す

る古墳との関連を考えるうえで屯要であろう。また、総星で約7kgを測る鉄滓の出上について

は、一部にスサ入りの炉壁も認められ、また粕錬滓の口J能性が強く北側の斤陵部に製鉄跡の存

在を想定する根拠となるものである。
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新庄尾 t遺跡ほか

こうして粗定される遺跡の範囲は圃場整備 f定地内においては約11300nfを測る（第30図）c

なお、水田の北の丘陵部については今回の圃場整備事業の対象外であり、現在畑地などになっ

ているが、土器が採集される部分もあり、遺跡が存在することははば問違いないと考えられる。

今後の分布調査等によってその実態を明らかにする必要があるであろう。

新庄尾上遺跡については、大きく 2ケ所において遺跡の存在が想定できる。遺跡の規模は、

西側部分が約20600nf、東側部分が約14500nfで合計約35100nfを測る（第31図）。なお、 ト

レンチ 2、26の西部分およびトレンチ l、26南部分については、 トレンチは設定していないが

それぞれのトレンチの状況および地形から推定範囲を考えた。

遺跡の内容については、各トレンチで検出された遺構および遺物包含店のあり方から推定で

きる。すなわち、トレンチIOで検出された竪穴式住居や各トレンチにおける柱穴、溝等の確認

によって、弥生時代中期前半から古墳時代を中心に古代、中世にいたる集落跡の存在が考えら

れる。遺構の密度も高いものと考えられるが、当該地域は比高差が10m前後もあり、水田 ・畑

が階段状に存在しており、遺構や遺物包含肘の残存状況は各水田 ・畑ICよって異なるあり方を

示している。遺物は、t器、石器、鉄滓などがコンテナ約 6箱出 tしている。 トレンチ20にお

いて出土した石槍状の石器は、先端の刃部が著しくつぶれている。また、鉄滓は炉登も含んで

おり、トレンチ 1. 2, 5. 9, 24, 26から総量で約Ikgが出土している。遺跡の南方約200m

には現在「鍛治展谷」という地名があり、これらとの関連が考えられる。

また、トレンチ 8,13, 14. 15, 16, 19, 23. 25においては遺構および遺物包含屈は存在せず、

おもに粗砂、細砂が堆積しており、旧地形においては谷部などを形成していたものと考えられ

る。

なお、当遺跡が圃場整備f定地の南側の丘陵 Lにもひろがることは、今回のトレンチ品査の

成果をはじめ、遺跡発見の端緒となった地点や土器の採集される畑の存在や地形などから明ら

かであり、今後の分布調介等によってその実態を明らかにする必要があるであろう。

以t、今[o)の確誌淵査は、小面桔のトレンチ調査であり、必ずしも本来のH的である遺跡の

規模、状況等を明確に把梶することができたとは昌ーい難いが、調介の結果をもとに遺跡範囲等

の想定を試みたものである。

今回の栽査の契機となった県常圃場整備は計画で総面積80ho以t測る。今回哉査を実施した

周知の遺跡以外にも新しく遺跡が発見される可能性もあり、今後の関係者間の連絡、協域を徹

底する必要があるであろう。
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第29図宅美池遺跡推定遺跡範囲図 （ ） 
1 

4,000 
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新庄尾 J:.遺跡 ほか

図版2

1. 宅美池遺跡遠景（東から）

2. 塚の谷遺跡遠景（西から）



新庄尾 J-.遺跡ほか

3. 宅美池遺跡 T-3 (南から）

.. :,.l!t 

5. 宅美池遺跡 T-5 (北西から） 6. 宅美池遺跡 T -6 (南西から）

~ 

7. 宅美池遺跡 T-7 (西から） 8. 宅美池遺跡



新 庄尾上 遺跡ほ か

図版 4

1. 宅美池遺跡 T-9 (東から） 2. 塚の谷遺跡 T -1 (南から）

3. 塚の谷遺跡 T-2 (北から） 4. 塚の谷遺跡 T -3 (南東から）

5. 塚の谷遺跡 T-4 (北西から） T -5 (北西から）

7. 塚の谷遺跡



新庄尾上遺跡ほか

1. 伊田沖遺跡遠景（南から）
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新庄尾上遺跡ほか

図版 6

1. 伊田沖遺跡 T-3 (南東から）

:-, -—• ヽ2. 伊田沖遺跡 T-3 竪穴式住居上層土器溜り （西から）



新庄尾上遺跡ほか

図版7

• -・ 一~1. 伊田沖遺跡 T-3 竪穴式住居遺物出土状況（東から）
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新 庄尾上 遺 跡はか

図版8

｀ 1. 伊田沖遺跡 T -5 (南東から）

2. 伊田沖遺跡 T-7 (北西から）
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3. 伊田沖遺跡 T-6 (北西から）

5. 伊田沖遺跡

7. 伊田沖遺跡

2. 伊田沖遺跡 T-5 東壁断面（西から）

6. 伊田沖遺跡 T-10 (北西から）



新 庄尾上遺跡ほか

図版10

1. 新庄尾上遺跡遠景 （北東から）

2. 新庄尾上遺跡遠景 （北西から）



新庄尾上遺跡ほか

図版11

2. 新庄尾上遺跡 T-4 (北東から）



新庄尾上遺跡ほか

図版12

2. 
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新庄尾 t遺跡ほか

図版14

1. 新庄尾上遺跡

2. 新庄尾上遺跡 T-20 (北西から）



新庄尾 L 遺跡ほか

図版15
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4. 新庄尾上遺跡 T-3 (南西から）
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新庄尾上遺跡はか

1. 新庄尾上遺跡 T -8 (北西から） 2. 新庄尾上遺跡 T -9 (西から）

一3. 新庄尾上遺跡 T-11 (南西から） T -13 (北から）

5. 新庄尾上遺跡 T -14 (北から）

． ・--・ 7. 新庄尾上遺跡 T -16 (南西から） 8. 新庄尾上遺跡 T -17 (西から）



新庄尾 1:.遺跡ほか

3. 新庄尾上遺跡

-~ ' 
T -19 (南西から）

書‘,., . ..._, . 
5. 新庄尾上遺跡 T-25 (西から）

“
 

~..... 
6. 新庄尾上遺跡 T -26 (北東から）

7. 新庄尾上遺跡 発掘風景 8. 新庄尾上遺跡埋めもどし風景



新庄尾 L 遺跡ほか

図版18

一

伊田沖遺跡 T-3 竪穴式住居内出土遺物(1l 



新庄尾上遺跡ほか

図版19

一

伊田沖遺跡 T-3 竪穴式住居内出
土遺物12)



新庄尾上遺跡ほか

図版20
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例ロ

みのじようり

1 . 本書は岡山県教育委員会が昭和60年度国庫補助を受けて実施した「美野条里遺跡」

の発掘調査概要報告書である。

2 . 遺跡は勝田郡勝央町田井に所在する。

3 . 発掘調査は岡山県古代吉備文化財センター戦員松本和男が担当し、専門委員の

指噂、助言を得て昭和60年6月6日から 8月30日まで実施した。

4 . 発掘調査は岡山県勝英地方振興局、勝央町役場、勝央町教育委員会、地権者等関係

各位より絶大なる援助を受けた。

5 . 本報告書の執筆、編集は松本が行った。報告書作成にあたっては、遺物写真は岡山

県古代吉備文化財センター職員井上 弘が撮影した。

6 . 出士遺物、実測図、写真等は文化財センター（岡山市西花尻1325-3)において一

括保管している。

7 ; 本書に使用したレベル高は海抜高である。方位は第1、 2、 5 ,.._, 11図が真北、他は

磁北である。

8 . 本書第2図に使用した地形図は建設省国土地理院発行の25,000分の 1地形図（真加

部）を複製したものである。
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美野条里遺跡

第 1章地理的・歴史的環境

美野条里遺跡の存在する勝田郡勝央町は岡山県の北東部に位置し、北は勝北町、奈義町、南

は美作町、柵原町、東は勝田町、西は県北最大

の都市である津山市と接する面積約54叫を有す

る町である。勝田郡奈義町滝山に源を発する滝

川は日本原高原を南流し、勝央町美野で平野部

を形成し、勝問EBを通過して美作町明見で梶並

川と合流し、岡山県三大河川の1つである吉井

川へ合流するのである。この滝川中流域に形成

された美野平野は現在では明瞭な条里制地割の

景観が広がっているが、大部分は滝川の幾多の

氾濫によって形成されていたことが地形図や航

空写真で看取することができる。

勝央町内には数多くの遺跡が確認されており、

各時代ごとに極めて特徴的な遺跡が存在してぃ 第1図遺跡位置図

る5町内最古の遺跡は金鶏塚遺跡である。...(註.----~ ・・-・--"'.. 

1) この遺跡では縄文時代早期の押型文土器が出土している。美野地区でも打製石斧が採集さ

れていることから、この地区にも縄文時代の遺跡が存在するものと思われる。 （第3図ー 1)

弥生時代の遺跡は中期以後のものが主流となるが、いづれも低丘陵上や丘陵緩斜面に集落址が

存在している。

本遺跡周辺では左岸で清実遺跡（註2)が、植月北地区の念仏塚遺跡（註 3)では袈裟欅文

銅鐸が出土しており、弥平治地区の弥平治遺跡（註4)では弥生時代後期前半の集落址が調査

されている。このように滝川右岸の低丘陵上や勝問田地区、畑屋、東吉田地区等の丘陵上や丘

陵緩斜面等に数多く遺跡が所在している。

古墳時代の遺跡は旧植月、吉野村と旧勝間田町地区とに大別される。特に前、中期古墳につ

いては各々の地域で前方後円墳や前方後方墳を含む首長墓の変遷が系統的にとらえることが可

能な地域である。特に美野平野を見下す西低丘陵には美作地方有数の前方後円墳である植月寺

山古墳（全長約90m)が、東低丘陵には美野大塚（前方後円墳、全長約72m)、美野中塚（前

方後方墳、全長約45m)、南丘陵には田井高塚古墳（前方後円墳、全長約36m)など4世紀後

半から 5世紀前半代の古墳が所在しており、美野平野を中心とする一地域の政治単位としての
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1 • 美野条里過跡
6. 散布地
11. 清実遺跡

16. 美野中塚古墳
21. 列所窯跡

26. 大平山窯址

美野条里遺跡

第2図周辺遺跡分布図 (S=
1 

25,000 
） 

2. 鎧軋古墳群
7 . 今池南遺跡
12. 能部遺跡

17. 曽井古墳群
22. 列所窯跡
27. 河内奥窯址

~. 茶畝古墳群
8 . 散布地

13. 構城跡
18. 田井古墳群
23. 釜ケ谷古墳群
28. 岡焉塚古墳
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4 . 植月東古墳群
9 . 石生構跡．

14. 小風呂山城跡
19. 83井高塚古墳
24. 釜ケ谷窯址

5. 植月寺山古墳
10. 森原古墳群
15. 美野高塚古墳
20. 金山城跡

25. 経塚



美野条里遺跡

まとまりを持つ地区を形成しているのである。

古墳時代後期になると横穴式石室墳が全町的に築造され、数多くの群集墳が形成されるとと

もに、これらの石室内には陶棺を内蔵する古墳が数多くみられるのである。歴史時代の遺跡と

しては平地区の平遺跡（註5)、勝間田遺跡（註 6)があげられる。調査の結果、これらの遺

跡からは大型建物群と奈良時代の須恵器、土師器、瓦、陶硯が多数出土している。特に須恵器

片には「勝」、「郡」のヘラ書き文字や「郡」の押印がみとめられるものがあることから、．勝田

郡街と考えられており、古代における政治、文化の中心地であったことを示している。また、

町内には奈良～平安時代にかけての窯址が多数認められる。勝田窯址群の中心をなし、中世の

勝間田焼主生産地として発展したところである。本遺

跡の南西丘陵では戸岩窯址（註 7)が、東南の丘陵

斜面においても存在するようである。（註8)この

ように、本遺跡を囲む丘陵上には数多く遺跡が所在

し、少しずつこの地域の実態が明らかになりつつあ

る。

｀ 
1 

（白石純氏作図， トレース）
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美野条里追跡

第2章調杏の経緯

岡山県勝英地方振興局は勝央町美野、田井、植月東地区周辺で「県営圃場整備事業」を昭和

54年から1ケ年計画で実施しているが、この地区一帯は永山卯三郎氏によって「勝田郡吉野村。

植月村に於ける条里図」 （註9• 第4図）として紹介され、条里遺構がよく残っている地区と

して著名であった。

当該予定地については、すでに勝英地方振興局が勝央町教育委員会に対して文化財の有無に

ついての照会を行っており、条里遺構については、航空写真を撮影して残すことで町教育委員

会と協議済であった。しかしながら、県教育委員会としてはこの対応では不充分であると考え

たので、勝英地方振興局、勝央町教育委員会の三者で協議を重ねた結果、昭和57年度通年施行

予定地区（第8図）については県文化課の指導によって町教育委員会が昭和57年7月20日-8

月5日まで埋没条里の確認調査を実施した。その結果、中世以前には可耕地として利用された

ものではなく、確認された埋没水田、畦畔、溝等は全て中世以降の水田であることが判明した

のである。 （註10)これらの調査結果や現況地形図等での調査によって、昭和58年度、 59年度

通年施行地区は滝川の氾濫原であるため確認調査は実施しなかったのである。

昭和60年度通年施行予定地である田井地区は、昭和57年度の調査によって確認されなかった

古代埋没条里が最も確認される可能性の高い地区と想定したところであるため（註11)、県教

育委員会では工事施行前に昭和60年度国庫補助を受けて埋没条里の時期、規模等を確認し、遺

跡の保護、保存対策を講じるため発掘調査を実施することになった。

発掘調査は岡山県文化財保護審議会専門委員の指導、助言を得て岡山県古代吉備文化財セン

ターが昭和60年6月68から 8月30日まで実施した。調査にあたっては岡山県勝英地方振腿局、

勝央町役場、同町教育委員会をはじめ地権者等関係各位には多大の協力を得た。また、発掘作

業に従事していただいた地元有志の方々にも協力を得た。記して謝意を表わす。

調査体制

専門委員

鎌木義昌（岡山理科大学教授、岡山県文化財保護審議会委員）

近藤義郎（岡山大学教授、岡山県文化財保護審議会委員）

水内昌康（岡山県文化財保護審議会委員）
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美野条里遺跡

第8図 美野条里遺跡調査対象地域 (S=
1 
30,000 
） 

岡山県古代吉備文化財センター

所 長 松元昭憲（昭和60年12月15日まで）

高橋誠記（昭和60年12月16日から）

次 長 橋本泰夫

総務課長 佐々木清

調査課長 河本清

文化財保護主査 松本和男（調査担当）

発掘作業員

河本勉、河本仁郎、河本辰雄、河本清三、河本 豪、河本弘雄、河本 都、河本八枝

子、影山富美子、影山文枝、河本玉江、河本千鶴、河本和子、市川八重子、岸本静枝、

水田君子、水田寿江、水田映子。
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日誌抄

昭和60年

6月6日

7日

10日---14日

17日-22日

24日--28日

7月1日、 2日

5日

12日

15日-20日

美野条里遺跡

プレハプ事務所の建設

発掘器材の運搬

トレンチの設定作業。 T-1 --14の発掘。 T-1 --IO、12、13の
断面写真撮影。小字、坪名の調査。

T-14-22の発掘。 T-11、14--21の断面写真撮影。 T-1、 2、

4、5、7--9、13--19の断面実測。 T-1、2、4、5、8、

14、16、19の埋めもどし。

T-22--24の発掘。 T-21の断面実測。 T-22の断面写真撮影と

実測。

T-23、24の発掘及び断面写真撮影。遺物、図面の整理。

賃金の支払い

遺物の整理

T-25--34の発掘。 T-12、20、23,....,26、30--32の断面写真撮影

と実測。 T-11、12、20、23--32の埋めもどし。全体図へのトレ

ンチ位置作成。

23日--25日 T-34--41の発掘。 T-33---39の断面写真と実測。 T-33--37の

埋めもどし。

29日,__,8月2日 T-40-49の発掘。 T-3、40---46の断面写真撮影と実測。 T-

3、10、37--43、45の埋めもどし。

5日、 6日 T47---52の発掘、 T-47-52の断面写真撮影と実測。 T-48の埋

めもどし。

8日---10日 T-53-56の発掘。 T-53-56の断面写真撮影と実測。 T-55、

56の埋めもどし。

12日-13日 T-57の発掘。 T-44の埋めもどし。遺物の整理。水系の確認調

16日、 17日

26 日 ~30 日

査。

T-57、58の発掘。 T-57の断面写真撮影と実測。 T-44、46の

埋めもどし。

T-58、59の発掘及び断面写真撮影と実測。遺跡の遠景写真撮影。

T-9、47、49、50、51-54、57--59の埋めもどし。
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美野条里遺跡

第3章発掘調査の概要

トレンチ調査の方法と概要

発掘調査は圃場整備を計画している範囲内に限定されるため、調査はこの範囲内における一

町四方を区画する畦畔にトレンチを設定した。しかしながら、既存の用水路は下流域で利用さ

れているため切断できない状態であり、また農道として利用している大畦畔についても同様で

あった。

発掘調査は'1X 5 m、1XlOm、1X15mを基本としたトレンチを合計59ケ所に設定して調

査を実施した。方―町で囲む区画畦畔を中心に埋没条里の断面観察を行ったが、確認調査実施

面積は約503面である。

その結果、当初予想していた古代の埋没条里は確認できなかったが、中世以降の水田、畦等

は確認できた。以下調査成果の概要を記したい。

今回の調査対象地区は滝川左岸の田井地区である。地形図、航空写真等によれば左岸部一帯

が洪水を受け、条里制地割が乱れていることが明瞭に認められるが、それ以外の坪については、

整然とした条里景観がみられるのである。今回調査した地籍図（第6図）の小字名はかつて永

山卯三郎氏が調査したもの（第4図）と異なる部分があるが「中島」、 「中島前」、 「石橋」、．

―---------------F壱反半田」ー、千正覚」ー、＿＿＿「国司Jて--「六反田k 「不ふ里がT」、 「藤生」、 「壱丁田」~- -----------—--------

「はが」、 「砂ケ丁」、 「大坪」、 「七反田」、 「杉の木」、 「大畷」、 「観音面」、 「堂屋

敷」、 「土居がはな」、 「田井」、 「金蔵寺」、 「上澤」、 「下澤」、 「柿田」、 「今崎」、

「保頭給」、 「落合」、 「保木ノ下」、 「田中後」、 「田中」などを確認した。数詞名は「壱

丁田」、 「六反田」、 「七反田」、のみであり、 「保木ノ下」、 「保頭給」など中世にみられ

るものもある。

中島、正覚、中島前地区

この調査区は美野高塚古墳、美野中塚古墳が所在する北東から南西に延びる低丘陵と平野部

の変換点付近である。今回の確認調査対象地区では最も高所に位置する平野である。 トレンチ

は9ケ所設定し、 T-3、6、16において地山層を確認した。各トレンチは表土層から比較的

に浅いところで地山面が検出され、現在の丘陵はかってはさらに南西に延びていたことが判明

した。 T-6では柱穴、溝状遺構が確認されている。この旧丘陵の北側トレンチ (T-1、・2、

4)では基盤が茶褐色砂利層や黒褐色礫層であり、その上部に水田層が認められる。水田層で

あるT-1の第4層、 T-4の第3層は勝間田焼、羽釜片、白磁、中世土師器等が出士してい
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る。そしてT-4では現在の畦のほぼ真下に位置するところで古い時期の畦と考えられるもの

を確認している。このトレンチにおける下層水田は暗灰色粘質土（第8層）をカットしてつく

られたものであり、第7層、 3層が水田（第3層）の畦となっていたようである。南側トレン
チのT-5、7、15では基盤がいづれも砂層であり、その上部に水田層が確認される。 T-5 

の第5層（水田）では備前焼、青磁、勝間田焼、須恵器等が出土しており、この付近の平野部

は美野地区力ら流れてくる田井川の氾濫によって形成されたものであることが確認された。

石橋、壱反半田、国司地区

この調査区では3本のトレンチを設定して調査を実施した。 T-9、10では表土から約50cm

程で地山面が認められ、柱穴が検出された。特にT-10では勝間田焼、青磁片を含む黒色粘質

土層と地山面の2層に遺構が存在することが判明した。 T-9の第3層は水田層であるが、こ

の土層内から勝間田焼、中世土鍋片が出土しているため、中世以降のものと考えられる。 T-

12の第3層も水田層であるが、時期は不明である。第6屈は大きな円礫を含む砂利層であった。

第5層以下は自然堆積層と考えられる。

不ふ里が丁、藤生地区

この調査区は東西、南北いづれの坪区画畦畔も明瞭なところである。 トレンチは 6本設定し

た。 T-liでは第 3 層、 T--:-52では第 4 層で水田層が確認されているが~T-11の第 4 、 5 層

において青磁片、勝間田焼片、中世土鍋片、土師質土器等が出土しているため、 T-11の第3

層水田は中世以降のものと思われる。これら水田層より以下は自然堆積と考えられる砂利層な

いし砂礫層である。

壱丁田、はが、六反田地区

この調査区では7本の卜．レンチを設定した。 T-8の一部と42、44で地山層が確認でき、 T-

8、13、43では丘陵斜面の状況を呈している。 T-42、44では表土直下とその近くにおいて柱

穴を検出した。水田層はT_-8の第4層、 13の第 2層、 42、43、45、46の第3層、 44の第4層

で確認されている。 T-13の第9層で勝間田焼片、青磁片がT-42---44の水田層からは勝間田

焼片、中世土師器、.中世土鍋片、中世末～近世の陶磁器が出土している。さらにT-44では現

在の畦の下層に古い時期の畦（第3層）を確認することができた。現在の畦のほぽ真下に位置

する。水路より西側では水田層は存在しないが、この畦は第4層の水田に対応するものと考え

られる。これらの水田層以下は自然堆積層と考えられる砂利層、砂礫層である。
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砂ケ丁地区

この調査区には5本のトレンチを設定した。現状では調査区の北東から南西に向けて旧河道

痕跡が認められる。水田層はT-53の第4層においてのみ確認されたが、出土遺物は無い。他

のトレンチは表土直下から砂礫層もしくは砂磨となり、それより以下は自然堆積暦と考えられ

る。

七反田、観音面、堂屋敷地区

この調査区には7本のトレンチを設定した。水田層はT-26、27の第5層、 28の第4層、 34

の第3層、 49の第4層で認められた。出土遺物はT-34の水田屈から古墳時代後期の須恵器片、

勝間田焼片、中世土鍋片、備前焼灯明皿等が出土し、 T-27では縄文時代の石匙が出土してい

る。 T-27、28の第5層以下は自然堆積層と考えられるシルト層、砂利層が認められた。堂屋

敷地内のT-34では屋敷址を想定させる土層、遺構は全く確認できず、水田層から以下には現

在の水田造成土層と砂礫層が確認されたのみである。この地に存在したと伝えられる堂屋敷は

洪水によって流失したものと考えられる。 T-49においても第5層以下は自然堆稜層と考えら

れる砂利層が認められる。

上澤、金蔵寺地区

この調査区には9本のトレンチを設定した。水田層が確認できたのはT-25の第3層、 29の

第4層、 41の第3層であるが、出土遺物は無い。これらの土層以下は自然堆積層と考えられる

砂利層や砂礫層となる。 T-30、33、35、38、39、47においても現在の耕作土に関係する土層

以外は自然堆積層と考えられる砂利層もしくは砂礫層となる。

下澤、柿田地区

この調査区には8本のトレンチを設定した。水田層を確認できたも9のはT-14の第4層、 6

層、 20で上、下2枚、 23の第4、7層、 37の第3層である。水田層内には遺物を包含していな

いが、 T-14の第7層から土師器、勝間田焼片、弥生式土器、陶磁器が出士しているため、下

層水田は中世以降のものと考えられる。 T-23では現在の水路の下屈に古い時期の水路の存在

を確認した。水路は現在の水路の位置の真下に存在する。旧水路には暗灰色砂利が埋まり、南

岸には杭が打ち込まれている。この水路に対応する水田は第7層の水田と考えられる。出土遺

物が無いため時期は不明である。 T-37では現在の畦畔の真下に古い畦と考えられるものがあ

る。これは水田層である第3層が土層的には分離できなかったが、現在の畦の下でもち上って

いることなどから、畦であったと考えられる。これらの土層以下はいづれも自然堆積層と考え
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られる砂利層もしくは礫層となる。

田中、田中後、落合地区

この調査区には4本のトレンチを設定した。地形的にも滝川の氾濫源もしくは後背湿地の様

相を呈している地区である。水田層はT-17の第3屈、 4層、 18の第9層、 10層、 19の第 5層

で確認されている。 T-17では 2枚の水田層が認められるが、第5層から勝間田焼片、須恵器

片が出土することから、いづれも中世以降の水田と考えることができる。 T-18、19からは遺

物が出土していない。 T-18では現在の畦の下層に古い時期の畦（第7層）を確認できた。現

在の畦のほぼ真下に位置する。この畦は上層水田（第9層）に対応するものと考えられる。こ

れらの土層以下はT-17、18では自然堆積と考えられる黒色粘質土層と砂利層もしくは砂礫層

となる。 T-19では微砂層から砂利層へと変化し、後背湿地の様相が認められた。

出上遺物（第19図、 20図）

遺物はほとんどのトレンチにおいて出土するが、量的には多くない。出土層位は耕作土層、

造成土層、水田層、水田下層内であるが、大部分は造成土層内である。主な遺物としては縄文

時代の石器（石匙）、弥生式土器（中期）、須恵器（古墳～平安）、中世土師器、勝間田焼、

備前焼、青磁、白磁、中～近世陶磁器がある。

ここでは、埋没条里に関係する水133層及び水田下層内より出土した遺物を一括して説明を加

えることにする。

水田層内から遺物が出土したトレンチはT-42,_,44のみである。 （第19図1,....,,10)この水田

層では勝間田焼 (1--.,3, 5---9)、中世土師器 (10)、陶磁器 (4)がある。これらの遺物

は13世紀-16世紀代のものである。水田下層内から遺物が出土したトレンチはT-10、11、13、

14、17である。遺物としては須恵器 (11,33, 34)、陶磁器 (13,19, 20, ・21, 24, 39, 41)、

そして勝間田焼がある。大部分は勝間田焼であるが、伊万里焼 (40)の出土もみられた。

註

註l 近藤義郎「美作金鶏塚発見の押型文土器」 「瀬戸内考古学」第2号 瀬戸内考古学会

1958年3月

註2 昭和60年に広域農道美作台地地区勝央町地内埋蔵文化財発掘調査委員会によって「清実

遺跡」の一部が明らかにされている。

註3 近藤義郎「美作国植月の銅鐸」 「吉備考古」第83号 吉備考古学会 1951年8月

註4 中野雅美「弥平治・能部遺跡」広域農道美作台地地区勝央町地内埋蔵文化財発掘調査委
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員会 1983年3月

註5 田仲満雄、井上弘「平遺跡」 「岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 8 岡山県教育委員会

1975年3月

註6 岡山県教育委員会「勝間田遺跡緊急発掘調査概要」 r岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』

4 1974年3月

註7 昭和59年に勝央町教育委員会によって窯址l基が調査されている。

註8 未踏査ではあるが確認調査中に水田人士氏から教示を受けた。

註9 永山卯三郎「岡山県農地史」 1952年刊

註10 江見正己「美野条里確認調査」 『岡山県埋蔵文化財報告』 13 岡山県教育委員会1983年

刊

註11 註10に同じ
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第4章 ま と め

I. 調査結果について

美野条里遺跡を考察するには今後さらに検討しなければならないことが多くあるが、昭和

57年度（註I)と今回の調査結果をふまえてまとめてみたい。

美野平野に於ける条里制遺構は条里方位の主軸をNl0°Eとした地割方位（註 2)をもっ

て整然とみることができるが、調査結果をもとに記してみたい。

第3章で記述したように、遺構はT-6、9、IO、44など丘陵部で検出されたが、出土遺物

が無いため時期は不明である。層位的には古墳時代頃と推察されるものである。

水稲耕作は水田の耕起や漏水の防止、水路の清掃、補修を必ず行なうため、水田栖内には

年代幅をもつ遺物の出上が認められる。美野に於ける埋没条里の水田后にはいずれも勝問田

焼など12世紀後半以降の中世遺物が包含されている。それ以下の層は滝川によって形成され

た自然堆積の砂利層ないし砂礫層となる。この自然堆積と考えられる基盤の上層には黒色粘

質上層ないし暗褐色粘質土層が認められるとともに、同層からは青磁、勝間田焼、陶磁器な

ど中世、近世遺物を包含する自然堆積悩と考えられるものが認められた。 (T-I、IO、11、

E 丘陵部

戸国洪水層確認範囲 一水田層確認範囲第11図 発掘調査範囲の古地形図 (S= ) 1 
10.000 
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13、14、17)また、現水田の下層で検出された水路 (T-23)、畦 (T-4、18、37、44)

はいずれも中世遺物を包含する王層もしくはその上磨に造られたものであることが確認され

た。また、今回の調査では第11図にみられるような古地形が推定できた。すなわち、この地

区は丘陵と水田に大別され、水田はこの丘陵端部から滝川にかけての範囲に認められたが、

洪水のため部分的に水田層が消失している地区も認められた。ちなみに、文禄2年 (1593)

の大洪水から昭和38年 (1963)の大洪水までの約370年間で約71回の記録があり（註3)、

平均すれば約5.2年に 1回という高率で大被害を受けている。特に町内を北から南に貫流す

る滝川の氾濫による被害はいつも甚大であったのである。

このような地形的な自然条件による災害状況を考慮すれば、古代の埋没条里は残らなかっ

たと考えることも可能ではない。しかしながら、 2回の調査結果からみて、この地区全体が

古代に可耕地として利用されていたと思われる痕跡が確認できないことから、現在みられる

条里制地割は中世以降に施行されたと考えるのがより妥当と思われる。

2 . 地割の施行について

この地区の条里制地割復元にあたっては、 「杉ノ木」地区に所在する『大縄手橋』が大き

な示唆を与えると思われる。すなわち、大縄手とは条里制地割の 1つの基準線を示すもので

あるからである。現地形にみられる地割はこの『大縄手橋』を東西基準線（町道大縄手線）

として施行されていたことが地形図において推察することができるのである。このNlO。E

に東偏した地割は中世においても同じであったと考えられる。

3 . まとめ

この地域は古代においては美作国勝田郡の殖月郷であり，中世は殖月庄である。前述した

ように、地割が中世以降に施行されたものとすれば、庄園の拡大ないし再開発によって施行

されたものと解釈しなければならない。

殖月庄は『建内記』の嘉吉2年 (1442)4月4日の条に「岡崎新少納言周茂美作国殖月庄ヘ

下向す」とみえるため、藤原北家勧修寺流に属する公家、岡崎氏の家領であったと考えられ

ることから、 15世紀代にはすでに開発は完成していたのである。地割施行の開始時期は確定

できないが、現地表上に展開する条里景観は大洪水→埋没→再構築を繰り返しながら、近世

に再整備されたものが現在まで基本的に持続していたものと推察されるのである。

註

註1 江見正己 「美野条里確認調査」「岡山県埋蔵文化財報告』 13 岡山県教育委員会 1983年刊

註2 周囲にみられる大形古墳（植月寺山古墳、美野大塚、美野中塚、田井高塚古墳）とは条

里力位、時期が合致しない。

註3 勝央町誌発刊委員会 「勝央町誌J 勝央町 1984年刊
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例 口

にたんだ

1 . 本書は岡山県教育委員会が昭和60年度国庫補助を受けて実施した「ご反田B遺跡ほ

か」の発掘調査概要報告書である。

のもと

2 . 遺跡は二反田B遺跡が苫田郡鏡野町原、野元遺跡は同町高山に所在する。

3 . 発掘調査は岡山県古代吉備文化財センター職員河本清、松本和男が担当し、専門委

のもと 1こ たんだ

員の指導、助言を得て「野元遺跡」を昭和60年7月1日から 8月7日まで、 「二反田

B遺跡」を昭和60年11月13日から昭和61年1月20まで実施した。

4 . 発掘調査にあたっては鏡野町役場、鏡野町教育委員会、地権者等関係各位より絶大

なる援助を受けた。

5 . 本報告書の執筆、編集は野元遺跡を河本、二反田B遺跡を松本が行った。報告書作

成にあたって、野元遺跡出土遺物の実測、トレース及び遺構トレースはセンター戦員

宇垣匡雅が行った。遺物写真は岡山県古代吉備文化財センター職員井上 弘が撮影し

た。

6 . 出土遺物、実測図、写真等は文化財センター（岡山市西花尻1325-3)において一

括保管している。

7 . 本書に使用したレベル高は海抜高である。方位は第1-4、6、7、22、23、30図

が真北、他は磁北である。

8. 本書第2図に使用した地形図は建設省国土地理院発行の25,000分の 1地形図（津山

西部、香々美）を複製したものである。
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第1章地理的・歴史的環境

鏡野町は、県北最大の都市津山市の西辺に接し、岡山県の三大河川のひとつ、吉井川がほぼ

中央部を貫流する山あいの町である。町域の過

半は山林に占められているが、南部に至ると

香々美川と吉井川が合流する肥沃な沖積平野が

ひろがっている。•町域は南北に細長く、北西側

に富村、久世町、北側は奥津町、南側に久米町

と接し、山稜•丘陵で囲まれる。古来、吉井川

の河川交通はもとより、現在では国逍179号線

となっている旧伯習街道が通じ、陰陽を結ぶ交

通路が発達しており、鳥取県倉吉市に至ってい

る。また、南側の久米町境の丘陵を越えると、

奈良時代の久米郡術と推定される宮尾遺跡（註

1)や久米廃寺（註2)が出雲街道沿いに並存

しており、東西あるいは北の交通路に極めて

近い位置を占めていることがわかる。

第1図遺跡位置図

原始、古代の遺跡は、主に町域の南半部に集中し、香々美川や吉井川を見下ろす低位台地や丘陵

陵上には、集落遺跡をはじめ数多くの古墳が築造され、県下でも有数の古墳分布地帯として特

筆される。香々美川を東に見下ろす丘陵上には、縄文時代早期の住居址が発見された複合遺跡、

竹田遺跡（註3)が存在し、県下でも最古の住居跡として注目される。弥生時代の集落跡も、

平野をとりまく低丘陵やその縁辺部を中心に形成され、．資料館に所蔵されている採集遺物では、

土器•石器を中心とした出土遺物が目立つ。また10数年前には、北西部の吉井川中流域の東方

丘陵縁辺で2個の銅鐸が発見されたが、現在その所在は不明である。古墳時代では、前述のとお

り、県北有数の古墳が数多くみられ、第2図ー48の観音山古墳や、土居妙見山古墳、あるいは

竹田妙見山古墳、赤裕古墳など前期古墳（前方後円墳）の存在が特徴的である。奈良時代には、

713年（和銅6年）に備前国より分国して成立した美作国苫田郡の西方の一画を占め、南の久

米郡北縁部の中心地域と接する。美作国の中心、美作国府は、直線距離で東方約6kmに位置す

る。中世以降から戦国時代にかけては、目崎城（第2図-41)や葛下城・桝形城・日上城・小

田草城などの山城が数多く築かれ、戦国時代の争乱の史実に対応している。近世では、主に北

部では、タタラ製鉄が盛んに行われ、良質の砂鉄の産出を背景に、古代以来、 「芙作の鉄」の
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産地として栄えた。

二反田B遺跡は吉井川に注ぐ郷川流域の海抜約132mの沖積平野に位置するが、第 2図に渇

げるように遺跡分布の漉密な地帯ではないが、弥生式土器が多量に出土したことが伝えられ、

吉井川水系の弥生時代集落の存在が推定されていた。遺跡の北西方および北東方の低丘陵上に

は河本古墳群が散在し、小平野を見下ろしている。近隣の妙丹田A遺跡では弥生時代の土器、

石器等が採集されている。野元遺跡は、郷川上流の谷に北面する低丘陵上に位置し、調査前の

現地踏査においても若千須恵器が採集され、海抜約154m前後の谷水田より数m高い水田一帯

に遺構の存在が予測された。北西方の溜池の南辺部には奈良時代の須恵器片が散布する鍋裕遺

跡が知られ須恵器蓋が採集されている。丸山遺跡（第2図ー12)では、花岡岩製の石錘が、鍛

冶屋林遺跡（第2図ー34)では砂岩製の石斧が採集されている。また上長野A遺跡付近では扁

平片刃石斧が採集されるとともに、昭和59年度の確認調査において縄文時代から中世の遺物が

出土するとともに、遺跡の西側丘陵縁辺部において弥生時代中期から後期を中心とする集落址

を確認している。（註4)このように、遺跡をとりまく丘陵上には少なからぬ石器、土器出土

地点や古墳が存在しており、その周辺部には集落址の存在が十分に予想されるのである。

註

註1 岡山県埋蔵文化財発掘調査報告4(中国縦貫自動車道建設に伴う発掘調査2)岡山県教

育委員会 1974年刊

註2 註1文献。岡山県埋蔵文化財発掘調査報告24(中国縦貫自動車道建設に伴う発掘調査

ー補遺編ー）岡山県教育委員会 1978年刊

註3 土居徹ほか「竹田墳墓群」（竹田遺跡発掘調査報告第 1集）鏡野町教育委員会 1984年刊。

註4 岡山県埋蔵文化財発掘調査報告60「J:長野A遺跡」岡山県教育委員会 1985年刊。

本章は「註4」の第1章を加筆、修正したものである。
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第2章調査に至る経緯

鏡野町河本地区で圃場整備事業が実施されたのは昭和58年からではある。その内、事業との

競合関係にあった上長野A遺跡は、昭和59年度国庫補助事業として確認調査を実施した。その

結果、当初予測された遺跡の中心部では、遺構は発見できなかったが、西方調査区では、竪穴

住居跡、土城、溝、柱穴などが検出された。この成果に碁づいて、ただちに事業施工者である

鏡野町部局と保存協議し、遺構検出面と工事掘削深度との調整を行なったところ、工事掘削面

は遺構に達しないとの結論に達した。

この上長野A遺跡の確認調査実施中に次の圃場整備事業計画地として鎧野町原地区の計画が

知らされ、同地内には二反田B遺跡が周知されていることから、文化財保護法に甚づく協議を

おこなうことになった。昭和60年2月7日付をもって、鏡野町から同法第57条の 3の通知がな

された。

一方、野元遺跡にかヽる高山地区については昭和60年2月に入ってから突然知らされたもの

である。しかも、工事は通年施行ということであった。文化庁とも急拠協議し、二反田B遺跡

と同時に調査することになった。昭和60年5月24日付をもって文化財保存法に基づく第57条の

3の通知がなされた。

こうした経緯により、昭和60年度国庫補助事業として遺跡の規模、範囲、性格等を把握する

ための確認調査を行うこととなった。

確認調査は、岡山県文化財保存審議会専門委員の指導、助言を得て岡山県古代吉備文化財セ

ンターが実施した。

野元遺跡は昭和60年7月1日から 8月7日まで、二反田B遺跡は昭和60年11月21日から昭和

61年1月20日まで現地調査をした。

発掘作業にあたっては地元有志の方々にご協力を得た。記して深甚の謝意を表わす次第であ

る。
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第1章調査の経緯

二反田B遺跡は弥生時代から中世の複合遺跡である。

本遺跡周辺一帯で「団体営圃場整備事業」の計画があることを昭和59年に鏡野町河本で上長

野A遺跡を確認調査中に鏡野町教育委員会から報告を受けたため、県文化課で計画予定地内を

現地踏査を行った。その結果、遺物散布が広範囲にみとめられるため早急に遺跡の規模、性格

等を確認し、遺跡の保護、保存対策を講じる必要性が生じたため、県教育委員会では昭和60年

度国庫補助を受けて発掘調査を実施することとなった。

発掘調査は岡山県文化財保護審議会専門委員の指導、助言を得て岡山県古代吉備文化財セン

ターが昭和60年11月21日から昭和61年1月20日まで実施した。調査にあたっては鏡野町役場、

同町教育委員会をはじめ地権者等関係各位には多大の御協力を得た。また、発掘作業に従事し

ていただいた地元有志の方々にも協力を得た。

調査体制

専門委員

鎌木義昌（岡山理科大学教授、岡山県文化財保護審議会委員）

近藤義郎（岡山大学教授、岡山県文化財保護審議会委員）

水内昌康（岡山県文化財保護審議会委員）

岡山県古代吉備文化財センター

所 長 松元昭憲（昭和60年12月15日まで）

高橋誠記（昭和60年12月16日から）

次 長 橋本泰夫

総務課長 佐々木清

調査課長 河本清（野元遺跡調査担当）

文化財保護主査 松本和男（二反田B遺跡調査担当）

発掘作業従事者

二反田B遺跡

杉谷登喜夫、谷 里志、谷桃四郎、小山貞夫、浅山武夫、岡西盛男、小山英男、堀川

純、竹井豊子、稲岡艶子、小山幸枝、小山美代子、村上 兆、河原崎子、浦矢よしの、
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小山久子、小山高江、浅山すみれ、小山 恒、村上さち子、浅山夏子

日誌抄

昭和60年

11月21日、 22日 プレハプ事務所の建設、トレンチの設定。 T-1-5の発掘。 T-2の断面

写真撮影と実測作業。

11月25日、 26日 T-4-9の発掘。 T-3---7の断面写真撮影と実測。 T-6の平面フ゜ラン

の実測。

11月27日-30日 T-6の補足調査。 T-10---15の発掘。 T:-8 -12の断面写真撮影。 T-8

-10の断面実測。 T-7の遺構発掘。

12月2日、 3日 T-13、16、17の発掘。 T-7の遺構発掘。 T-12の遺構検出作業。 T-13

の断面写真撮影。図面整理。

12月4日-7日 T-16や23の発掘。 T-13の断面実測。 T-14の第5層とT-17の遺構発掘。

12月9日、 10日 T-20の遺構発掘と全景写真撮影。 T-21の遺構検出。 T-22の遺物とり上

げ作業。

12月11日

12月12日

T-20の平面プラン実測とレベリング。 T-21の土暦断面写真と実測作業。

T-22の遺物のとり上げ。カメ棺（？）の写真撮影と平面プランの実測。

T-20の基盤層までの掘り下げと遺構検出作業。 T-21の土層断面観察用畦

畔の除去。 T-22の遺物のとり上げ。力｝棺（？）の写真撮影と断面図の作

成及び遺物のとり上げ、 T-16の遺構全景。断面写真の撮影。鏡野町教育委

員会、鏡野町文化財保護委員長らの来跡。

12月13日 T-20の下層遺構の発掘と全景写真撮影。平面プランの実測とレベリング。

断面の実測。 T-22の遺物のとりJ:げ。

12月17日、 19日 T-1拡張区、 T-19の発掘作業。 T-18の断面写真撮影と実測。 T-4の

埋めもどし。

12月20日 T-4、8の埋めもどし。 T-1の断面写真撮影と実測。 T-14の補足調査。

12月23日 T-2の埋めもどし。 T-16の平、断面実測とレベリング。 T-17の遺構全

景写真撮影。 T-19の遺構発掘。全景、断面の写真撮影と平、断面図の作成

とレベリング。

12月24日、 25日 T-1、5、6の埋めもどし。 T-7の遺構全景、溝断面の写真撮影；平面

プランの実測とレペリング。 T-12の遺構発掘と断面の補足調査。 T-15の

断面写真撮影と実測。
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12月26日、 27日 T-8、9、10、15、19の埋めもどし。 T-12の遺構全景写真撮影と平面プ

昭和61年

ランの実測とレベリング。 T-17の住居址発掘と全景写真撮影及び平、断面

図の実測、レベリング。

1月6日-9日 T-3、7、12、13の埋めもどし。 T-11の遺構発掘。図面整理。

1月10日、 11日 T-11、23の発掘、全景写真撮影と平、断面図の実測とレベリング。 T-24

の発掘、断面写真撮影後埋めもどし。

1月13日、 14日 T-11、16、23の埋めもどし。 T-25、26の発掘。岡山県文化財保護審議会

委員一行の来跡。

1月16日、 17日 T-25、26の発掘。 T-25、26の断面写真撮影後実測。 T.-17、25の埋めも

どし。

1月18日、 20日 T-26の埋めもどし。
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第2章発掘調査の概要

・トレンチ調査の方法と概要

発掘調査は、圃場整備を計画している範囲内に限定されるため、現地踏査を行い、土器片の

散布が認められた地区と、周知の遺跡として範囲が確認されている地区を調査対象地区とした。

この地区は、吉井川右岸に形成された大きな微高地であり、明瞭な条里制地割が認められると

ころであるとともに、昔から遺物の出土が知られている地区である。

発掘調査は、 2X5m、2xlOmのトレンチを基本とし、調査可能な地点に26ケ所設定して

実施した。検出した遺構は完掘することを原則とし、遺構を検出できない場合は基盤層ないし

自然堆積層を確認した。

その結果、遺構が存在しない地区、包含層だけの地区、削平されているが遺構が存在する地

区などに細別することができる。

以下トレンチ発掘調査の概要と成果について記したい。
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器片が出土しているため、中世以降のものと推察される。

T-4、5は「山ノ下」地区に設定したトレンチである。水田層は認められなかったが、 T-

4においては中世土師器、青磁等が出土する土層断面で柱穴状の遺構が確認された。

T-6は「大坪」地区に設定したトレソチである。遺構は地山の黄褐色粘質土層において柱

穴が検出されている。出土遺物が無いため時期は不明である。

T-7、8は「土器ケ坪」地区に設定したトレンチである。かって大量の土器が出土したこ

とから、このような名称がつけられたと伝えられている地区であるが、戦前からこの地区一帯

は瓦粘土の採取が行なわれており、ほとんどの遺構は既に消滅しているようである。 T-7で

は表士直下から溝状遺構、柱穴等が検出されている。溝状遺構はほぼ南北に走行する幅100cm、

深さ約90cmを測るV字状の遺構である。出土迫物が無いため時期は不明である。その他に溝状

を呈する遺構が検出されているが、時期、性格等は不明であった。 T-8は瓦粘土採取のため

遺構は削平されていた。

T-9、26は「黒坪」地区に設定されたトレンチである。この地区も瓦粘土を採取されたと

ころである。 T-9では第3層で中世土鍋片、備前焼等が出土するが、遺構は検出できなかっ

た。 T-23では第4層に水田層と思われる灰色粘質土層が認められたが、時期は不明である。

T-10、11、12、23、24は「屯々」地区に設定されたトレチである。 T-10では第 3層、 4

層において水田層が確認されたが、第5層以下は自然堆積層と考えられる粘土層が認められる。

T-11、12、23、24は基盤層が微砂層であり、吉井川によって形成された微高地であることを

示している。 T-11では表土直下から遺構が多数検出された。検出された遺構は大部分が柱穴

である。最も大きな柱穴は、掘り方が約60cm、深さ約73cm、柱痕径約25cmを測るものが数個認

められ、さらに面的調査を実施すると掘立柱建物群が多数検出される地点である。遺物は表土

層と遺構検出面上層において出土している。

遺構検出面上層から勝間田焼、中世土師器、鉄釘等が出土しているため、これらの遺構は中

世のものと推察される。 T-12では、基盤層がT-11より約16cm程下がる。遺構としては方形

プランを呈する土城と柱穴が検出された。土城は 1・辺が約1.5m、深さ約30cmを測り、中から

勝間田焼、中世土師器椀が出土した。出土遺物から中世の遺構と考えられる。 T-23では表土

直下から遺構が検出された。遺構としては柱穴がある。その他に人工的なものであるか否かは

不明であるが、幅約2m、深さ約80,..,_,lOOcmを測り、断面がV字型となるものが二条検出され

ている。この中には黒色粘質土が充填していた。柱穴がこれを切っているため、中世以前のも

のと考えられる。 T-24では遺構が検出されていないが、基盤層が確認され、勝間田焼が出土

している。

T-13、14、15は「古美屋敷」地区に設定したトレンチである。 T-13では水田層が第4層、
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6層、 8層で認められた。第4層の水田はT-3の第3層に対応するものと思われる。 T-14

では遺構は検出できなかったが、第4層の黒色粘質微砂層において須恵器、土師器が出土して

いる。 T-15は甚盤層が黄茶色粘質微砂混り土圏である。遺構は桑畑開墾のためか検出されな

かったが、土師器、中世陶磁器が出土している。

T-16、17、18、19、25は「竹鼻j地区に設定したトレンチである。 T-16では第8層の黒

色粘質土層を切る柱穴と不定形士城等が検出されている。遺物は第 8層内から弥生中期の土器

が出土しているため、柱穴は弥生時代のものと考えられる。 T-17では第3層から切り込んだ

~ ¥ i 

゜

⑨ 

0 ¥ 

し。..
゜
゜

゜゚,I 。|下層遺構
上層遺構

ら――士一一~—· 
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住居址が2軒検出された。 1号住居址は規模が不明であるが、方形プランを呈する竪穴住居址

である。床面からの壁高は約40cmを測り、周囲には幅15......,25cm、深さ約5,.._, 7 cmの壁帯溝がめ

ぐっている。なお、この住居址の北西床面上尼には多量の黄色粘土が認められた。出土遺物と

しては、土器、土製の紡錘車がある。 2号住居址は規模、プランとも不明である。断面観察に

よる床面からの壁高は約35cmを測り、周囲には輻約20cm、深さ約4......,5 cmの壁帯溝がめぐって

いる。なお、床面は固く叩きしめられていた。出土遺物は無い。弥生～古墳時代の竪穴住居址

と考えられる。 T-18は吉井川の氾濫原であり、表土直下から砂利であった。 T-19では南側

が削平を受けているが、第7層の黒色粘質土層内から、古墳時代後期の須恵器（甕）、土師器

（甑）が出土している。遺構は基盤層である第8層から柱穴が検出された。共伴遺物はないが、

古墳時代の遺構と推察される。

T-20、21、22は「河端」地区に設定されたトレンチである。 T-20では上層と下層に遺構

面が認められた。上層遺構面では柱穴、下層遺構面では柱穴、方形プランの住居址状遺構が検

出されている。遺物は上層、下層とも、遺構に伴うものが無いが、下層遺構面においては、弥

生時代中期～古墳時代後期の土器が出土しているため古墳時代後期頃の遺構面と考えられる。

T-21では北端部で柱穴が検出されている。このトレンチの北端部からT-23にかけては、地

山面が東に急傾斜となり、この斜面を造成するため、多数の土器を投棄して、造成したことが

考えられる。時期的には弥生時代中期から古墳時代後期の遺物である。特に古墳時代の遺物と

しては、土師器、甑、須恵器等が出土した。また、 T-23の東端部付近で古墳時代のカメ棺と

思われる遺構が出土している。この遺構の周囲には、・ 多量の遺物が認められたため、プランは

確認できなかったが、底面の規模から80X 90cm程の楕円形プランが想定される。土城の中に埋

納されたカメ棺と考えられる。カメ棺は斜めに置かれ、土師器高杯の杯部で内蓋して、さらに

その上をカメ胴部で覆っていた。内部には人骨片がみられなかったが、小児カメ棺を想定させ

るものである。

出土遺物（第17図--21図）

遺物はほとんどのトレンチで出土したが、特にT-21ー、 22において多量に出土した。出土層

位は耕作土層、造成土層、水田層、遺構内であるが、大部分は造成土層である。主な遺物とし

ては弥生式土器、石庖丁、紡錘車、須恵器、土師器、カマド、土製支脚、勝間田焼、中世土師

器、備前焼、青、白磁、中～近世陶磁器がある。最も古い遺物は弥生時代中期のものである。

古墳時代のものは6世紀後半の遺物が中心となっている。なかでも、土製支脚の出土例は県内

にお•いても数少ない出土例であり貴童な資料といえる。中～近世陶磁器では発掘調査例が少な

い常滑焼（図版12-11)が注目される遺物といえよう。
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第3章ま と め

今回の発掘調査は、合計26ケ所のトレンチを設定して実施した。確認調蒼であるため、遺構

の規模、時期等を推察せざるを得ない部分もあったが、遺跡の範囲、内容についてはかなり具

43,000面、第 2地点で約4,500面におよぶ遺跡の存在が明らかになっ・

た。特に第2地点は、第3章で記述したように、この地区一帯が瓦粘土

の採取地であったため、遺跡規模が少さくなっているが、本来は、大規

模な集落址であったと予想される地点である。弥生時代中期の土器片か

ら始まり、古墳時代のカメ棺、住居址、中世の土城、’柱穴などの遺構を

確認していることから、本遺跡は古墳～中世の集落址が存在しているこ

とが判明した。

第1地点は今回の調査の結果、第6図で示したように遺跡の立地する

古地形が復元可能であった。すなわち、第1地点のほぼ中央部で土層が

大きく異なることである。上流部では基盤である砂層ないし砂礫層の上

層に黒色粘質土が堆稽し、この墾層上面ないし下層において遺構が確認

されるとともに、遺構の年代が弥生、古墳時代が中心であるということ

である。これに対して、下流部では表土直下の微砂層や粘質土層で遺構

が検出されるが、これらの遺構は中世が中心を占めることである。このことは上流部に形成され

た微高地が古代～中世前半頃までに徐々に拡大されていった結果を示している。第2地点は中世

の遺構は確認されたが、他の遺構については時期が不明である。恐らく・弥生～中世の遺構が存在

すると考えられる遺跡である。出土遺物の中では、 T-21、22、から多量に出土した須恵器の再

検討が必要である。須恵器の大部分に焼きヒズミが認められるため、窯址からの投棄とも考えら

れる。現在のところこの遺跡付近には窯址は確認されていないが、この丘陵付くにおいて窯址が

存在していた可能性が極めて高いと云える。また土師器は甑、カマドが多量に出土している。ま

さにT-21、22付近の傾斜はこれら窯址と集落址の遺物によって造成されていたことが推察され

るのである。また、永山卯三郎氏によって「苫田郡郷村條里跡」（註1)として紹介され、条里

遺構がよく残っといる地方として著名であったため、埋没条里の検討も併せて試みた。しかしな

がら、中世の水田層は確認されたものの、古代にまで遡る水田関係の遺構は確認することができ
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なかった。特に第2地点付近は瓦粘土を採取している関係で埋没条里の検出は当初から困難であっ

たが、第1地点については前述した如く、下流域の大部分が中世に形成されたと考えられる平野であ

ることから、この地区の条里制地割は中世以降になって行なわれた可能性を示唆しているのである。

今後の圃場整備事業の実施に当っては、関係者間で充分に連絡、協議の徹底を希望するもので

ある。

註

註 l 永山卯三郎著 「岡山県農地史」 昭和27年刊。

第7図 圃場整備予定地内における遺跡範囲 (S=_!_ 
5,000 
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耕作士
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1 耕灰暗灰作色育士色 5 茶暗茶暗梃灰色色色色粘粘粘柘質質質質土層層層（旧 T-2 
423 灰 粘色粘質粘士黄質屈士十層辰 867 褐灰 土士十 水EE)屈 109 完黄灰色粘色粘質上質屈＋唇

N 

こ
l 耕灰黄条喝禄糊作色十色色 5 灰茶褐福色色色粘粘粘質士（旧水Ell)~ T-3 
23 粘粘粘質質質士土層暦 67 灰黄 質質土士唇屈

4 土層

T-4 

23l 灰耕黄茶褐橋禄作士色色色 質質士土 675 灰暗灰色色色粘粘粘中細質質質士土層恩層 9 黄灰色粘質十庖

4 粘粘粘酋士屈暦層 8 灰黄黒橋黒色 士層

w 

§ : 三コニ--------~~ 

1 耕作土
2灰色粘質上層
3 黄灰褐色粘質土層
4 灰茶褐色粘質士暦

1 . 耕作士
2 黄灰櫻色粘質士層
3 黄渇色粘質土層

5 灰色粘質土層
6 黄褐色粘質士層

4 黄茶褐色粘質土層
5 暗褐色粘質土層
6 黄灰喝色粘質土冠

T-8 

第8図 T-1~5 8の土層断面図 (S
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R
 

--=:..:: フL----
の

s= 
．、~戸ニーロニ―iiーN~-釦．

T-6 
1 . 耕作土
2 灰黄色粘質土層
3 暗灰青色粘質土層
4 灰色粘質土層

5い暗灰色粘質土層
6 灰褐色粘質土層
7, 灰喝色粘質土層
8 黄褐色粘質土層

゜
ー
＇
ー
—

~ —ー—― ~Ja.

3暗褐色粘質土層 5 暗喝色土層 7. 黒褐色土層
4 暗黄褐色土層 6 暗灰色粘質土層

← ニ
｀ 

――...:'-・.. :c.'_ _,: ー，一―__.. 一:=―.:.—- • ----• 1 ---・ ー....—• 
＝ 

----
__ , 一．．
三_!!lllll•

1 . 耕作士 4 灰喝色枯質土層 T-9 
2 黄褐色粘質士層 5 黄茶褐色粘質土層
3 黄灰褐色粘質士層

ー~ーニー•、 ーニ／―-――□—~·祖"・

黄色粘質土層 T-10 
2 黄褐色粘質土層 6 黒灰色粘質土層. 9. 黄褐色粘質土層
3 灰喝色粘質土層（旧水田） 7 茶褐色粘質土層 10. 暗色粘質在土層 12. 暗灰色粘質士層
4 暗灰色粘質土層（旧水田}8. 灰黄褐色粘質士層 11. 灰褐色粘質土層

0 2m 

1 
第 9図 T-6, 7の土層断面図、 T-9, 10の土層断面図 (S=-) 

80 
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N ・S  1堕•
―戸＝＝-~ ュー塁：二ニ-三翌-ニ-←ーーー し←

T-11 
1 . 耕作土 4 暗茶褐色士層
2 暗褐色粘質土層 5 暗灰褐色粘質微砂混り土層
3 黄色ブロック土混り粘質土層 6 暗茶褐色微砂層

゜ ゜¥
 
゜ ゜

w 

-— I ~・----・. ~ 巴三三戸~二 言『 E' I四’’• ~t-.'...- .' " .•. ''. ー・．， ―ヽ,,, 可ー
T-12 

1 耕作土 1 耕作土

戸
堕50m 2 灰黄褐色粘質土層 2 黄渇色粘質微砂層
3 灰茶艇色粘質土層 3 灰褐色粘質微砂層
4 暗灰色粘質土（旧水田）層 4 灰色粘質士層
5 暗灰色粘質±層 5 黄茶褐色粘質微砂層
6 暗灰色粘質土暦 6 灰褐色微砂層
7 暗灰色粘質微砂層 7 黒色粘質土層
8 暗灰色粘質土層 8 黒色微砂層

T-13 9 黒灰色粘質土層 9 黄灰色微砂層
10灰色微砂層 10 灰褐色粘質土暦

11 暗褐色粘質土層

1 . 耕作士
2 暗茶褐色粘質土層
3暗灰色粘質微砂層

4 黒色粘質微砂層
5 黄茶喝色粘質微砂暦
6 黄茶色粘質微砂層

T-14 

~-
1 第10図 T-11,12の平断面図,T -13, 14の土層断面図 (S=-
80 
） 
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s咆15

ー—~二 --7←
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1
2
3
4
 

耕作土
暗褐色粘質土層
黒褐色粘質微砂混り士層
黄茶色粘質微砂混り土層

T-15 

" 

'" 

＼ 
ご〗フ

／ 

~ 

'~、

―-＝
-
B
 

三"'-・・・
1
2
3
4
5
 

耕作土
黄褐色粘質土層
灰褐色粘質土層
茶褐色粘質土層
暗茶褐色粘質土層

6
7
8
9
1
0
 

暗褐色粘質土層
黒褐色粘質土層
黒色粘質土層
黒色粘質士層
茶色粘質士層

T -16 

--=:::::::: プ--

＂ —\=-~ ~ _. --;- 一＿一~ ・,;  l 一こ――~~~~- J _- : - -~~~~」二
s~4511 

ごニニニニ二三／三三三三戸-
T-17 

1ヤ耕作土
2 灰色粘質微砂混り土層
3黒褐色粘質士層
4 黒色粘質土層

5
6
7
8
 

暗褐色粘質土層
暗茶褐色粘質微砂混り士層
茶褐色粘質微砂混り土層
茶褐色粘質微砂混り土（碁盤層）層

＿臼 1=-
•‘一—ー
-=-'.::. ..... 

ー・—•――― ーー

ナ

↓

・

1
2
3
 

耕作土
暗茶褐色粘質微砂混り土層
暗灰色粘質土層

4
5
6
 

三ニ―;=二ニ―•一三祠
E ~ ・丸

--------------—·-------------T-18 

黄灰褐色粘質微砂混り土層
黒褐色粘質微砂混り士暦 o
砂礫層

2., 

第11図 T-15,18の土層断面図， T -16, 17の平，断面図 (S=-) 
1 

80 
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T-24 
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ロニニニニニアロ—~一ー4—
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疇

____  _! ____________________  _ 

1
2
3
4
 

耕作士
茶褐色粘質微砂混り土暦
茶褐色微砂土層

黄茶色微＇細砂層

1
2
3
4
 

耕作士
灰色微砂層

暗褐色粘質士層
暗茶喝色粘質土暦

T-19 
5 灰褐色粘質土層
6 黒褐色粘質微砂混り土層
7 黒色粘質土層
8 茶瑶色粘質微砂混り土層
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~ ラ
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¥
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,
ム

D
 戸
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⑩
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T~25 1
2
3
4
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―に------=-_::____ -_ -一Il: -_-

三

耕作士
黄裾色粘質士層
灰色粘質土暦
灰褐色粘質土層

（小F9礫混入）

. 
口
T-26 

5

6

7

8

 

暗茶褐色粘質土層
（微砂混り）

暗灰褐色粘質土層
暗褐色粘質士應

茶褐色粘質土層

―

―

 

1
2
3
4
5
 

m
 ゜n-

3
 

三
ー

z
 耕作士

黄提色粘質士層
灰黄色粘質微砂混り土層

灰色粘質土層
黄褐色粘質土層

im 

第12図 T -19, 23の平，断面図， T -24~26の土層断面図 (S =-) 
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ーロ旦'"・
1 耕作土 6 暗褐色粘質土層
2 茶褐色粘質土層 7 黒色粘質微砂暦
3 黒喝色粘質土層 8 暗褐色粘質微砂層
4 暗灰色粘質土層 9 暗褐色粘質土層
5 暗茶提色粘質土層

T-20 
W E 1 

- : 西 .2
3 

—ユ．二’・
I• •' ---- . .., 4 

‘ヽ I I 5 
‘ヽ＂
¥、 6

T-21 .____ 7 

耕作土 8 暗褐色粘質微砂混り土層
暗灰褐色粘質微砂混り土暦
灰色粘質土層 9 暗灰褐色粘質土層
黒色粘色土層 10. 黒褐色粘質微砂混り土層
茶褐色粘質土層11 里褐色粘質土層
茶灰褐色粘質土層
暗褐色粘質微砂混り土層

12 茶褐色粘質微砂混り士暦

w 

T-22 

~-
1 

第16図 T-20.21.22の土層断面図 (S=-) 
80 

1 耕作土
2 暗茶褐色粘質微砂混り土暦
3 黒褐色粘質微砂混り士層
4 灰色微砂土層
5 灰褐色粘質微砂混り土層
6 黒褐色粘質土層
7 暗褐色粘質微砂混り土暦
8 黒褐色粘質士層
9 里褐色粘質微砂混り土暦
10 暗黄茶福色粘質微砂混り士層
11 暗褐色粘質土層
12 砂暦
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二反 田 B 遺 跡

図版 1

二反田B遺跡．野元遺跡付近航空写真 （昭和47年撮影）
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二反田 B 遺跡

5. 

7. T-6の柱穴（南から）

4
 

8. T-8 (南東から）
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図版 4

2. T -7の溝断面 （南から）

1. T-7全景（東から）

"i a. - , ~ 主

4 T-10近景（南から）

ー・~ 一-~~ 璽 ,m;.,-~; '-«I 
•• 

3. T-10 (南西から）

5. T -12 (南西から）

6. T -12全景（西から） 7. T-13近景（西から）
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図版 6
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1. T -17全景 （北から） 2. T-17全景（南から）
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3. T-17断面 （北西から）
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二反田 B 遺跡

図版 7

2. T-15近景 （西から）

4. T-19 (北東から）

5. T -20の第 1遺構面 （南西から）

6. T-20の第2遺構面（南西から） 7. T-20断面 （南から）
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2. 
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r• ー・・4. T -25 (南東から）

遍．．．書瓢—
埋めもどし作業風景（東から）
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図版10

T-22出土

カメ棺 (1.外蓋、2. 内蓋）
1 . T-22出土の土器棺

3
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図版11

T -14出土

T-19出土

3-6……T-22出土

1ー出土遺物
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図版12
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1-4-・・T-22出土

5 -13・・・ 各 トレンチ

出土の陶磁器
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野 元遺跡



野元遺跡

第1章調査の経緯

野元遺跡は鏡野町高山に所在する、弥生時代の散布地として遺跡地図に記載されている周知の

遺跡てある。

当核遺跡一帯の圃場整備事業が計画されていることを知ったのは、昭和60年に入ってからであ

る。このため岡山県教育庁文化課は急ぎ文化庁と協議し、同町内に所在する二反田B遺跡と同様に、

昭和60年度国庫補助事業として遺跡の規模、性格等を確認し、遺跡の保護、保存対策を講じる資

料を得るための確認調査を実施することとした。しかし、現地調査については、野元遺跡にかか

る地区は圃場整備通年施行予定地となっていることから、昭和60年夏期に実施することとした。

発掘調査は岡山県文化財保護審議会専門委員の指導、助言を得て岡山県古代吉備文化財センター

が昭和60年7月1日から昭和60年8月7日まで実施した。調査にあたっては鏡野町教育委員会、

鏡野町建設課をはじめ地権者等関係各位には多大のこ｀｀協力を得た。また、発掘作業にあたっては

地元の方々の暖かいご協力とご援助を賜った。記して感謝の意を表わす次第である。

調査体制

専門委員

鎌木義昌（岡山理科大学教授、岡山県文化財保護審議会委員）

近藤義郎（岡山大学教授、岡山県文化財保護審議会委員）

水内昌康（岡山県文化財保護審議会委員）

岡山県古代吉備文化財センター

所長

次長

総務課長

調査課長

発掘作業員

松元昭憲（昭和60年12月15日まで）

高橋誠記（昭和60年12月16日から）

橋本泰夫

佐々木清

河本清（調査担当）

藤本斉、亀藤本和男、藤木正、藤本正行、永滝民男、小谷貞夫、柚木貞美、小谷俊子
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野 元 遺 跡

日誌抄

昭和60年

7月1日（月）

7月8日（月）

7月9日・（火）

7月10日（水）

7月11日（木）

7月17日（水）

7月18日（木）

7月20日（土）

7月23日（火）

7月24日（水）

7月25日（木）

7月26日（金）

発掘開始。 トレンチ設定作業。 T-1・2・3掘り下げ。

T-4掘り下げ。黒ポク上面に須恵器を包含。 T-5掘り下げ。

T-6• 7掘り下げ。

T-7掘り下げ。ど

T-8掘り下げ開始。

T-4断面図作成。 T-9• 10掘り下げ。

T-11に発掘完了。 T....:.13発掘。

T-13• 14掘り下げ中。 T-15掘り下げ開始。 T-11・1・4・10平板実測完

了。断面実測T-1• 9・10。

T-16掘り下げ。 T-12平板実測。 T-11断面実測。鏡野町文化財保護委員米

跡。

T-14• 15掘り下げ。 T-15断面実測。

T-14断面実測。 T-7拡張トレンチ掘り下げ。

埋め戻し開始。

7月29日-8月1日・ 5日,_,6日

8月7日（水）

各トレンチ平板実測。

埋め戻し。遺跡遠景写真撮影。発掘資材整理。本日で現地調査終了。

兵
庫
県

遺跡位置図
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第2章発掘調査の概要

トレンチ調査の方法

発掘調査は圃場整備計画の内、郷川上流の右岸に形成された丘陵部の東西約400m、南北

100mの範囲を対象とした。昭和60年5月20日夜調査についての地権者説明会を開き、調査の

概要を説明し、大多数の地権者の了解をえた。また、この会議において調査対象地は通年施行

予定地であること、したがって、大部分は稲作の作付は行わないことを確認した。しかし、発

掘調査は水田の床士を抜くことでもあり、水田 1枚に多数のトレンチを設定することなどは、

色々な点で難しいこともあった。このためトレンチは丘陵部の 1水田（あるいは畑地）面に 1

本を原則に実施した。しかし、遺構の検出されたトレンチは一部拡張トレンチも行った。また、

旧地形をみるために谷部に実施したトレンチもある。 トレンチの規模は幅1.5mを原則とした

が、長さについては最長のもの19.5m、最短のもの1.9mと地形に応じてさまざまである。

こうしてトレンチ総数16本を実施し、約315nfの発掘を行って遺構、遺物の検出に努めた。

発掘調査の概要

発掘調査実施地区は狭小な谷水田をはさんで二地区に分けられる。ここでは調査区の西側を

A地区とし、東側をB地区として記述する。

A地区

西南部から派生した丘陵端部にあたる地形で、 T-1、T-6......, 8により確認調査を実施し

た。

T-1は耕土直下に黄褐色地山土が露呈し、すでに旧地形が削平されていることが知られた。

T-6-8は現況が畑地となっていて、東に面する斜面を二段に造成している。トレンチは

いずれも等高線に平行する方向でおおよそ東西方向を基本にして実施した。 T-6では耕土直

下で地山土となり、その地山を掘り込む近・現代と推定される円形ピットがみられたが、この

地点においても原地形は、若干削平されていることが知られた。 T-7では、谷側に緩く傾斜

する枯板岩系の岩盤を浅く掘り込んだ4本の柱穴と、同様に岩盤を掘り込んだ斜めに走る溝を

検出した。柱穴は径17-2lcmの規模で、深さ 6-llcmを計測する。柱間の芯々距離は 1m間隔

で狭い。柱穴列の総距離も 3mと短い。溝は柱穴の西端に沿って検出されたもので、 J:.幅約50

cm、底部幅5-25cm、深さ 3.....,z0.5cmの規模のもので検出長約1.3cmばかりである。この柱穴

列と対になる柱穴の検出を試みたが、一部拡張した斜面下方部は基ー盤層自体が傾斜している上、

柱穴が浅いこともあってか、柱穴の検出はできなかった。また、斜面上部については、柱穴列
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野元遺跡

西端の個所において同様な目的で試掘したが、この個所においても検出されなかった。 T-8 

では、東西に長い旧畑地のほぽ中央に、地形に沿って、等高線に平行するトレンチを実施した。

その結果、調査区の西よりの耕土下約45cm強の部位で柱穴列を検出し、一部拡張区においてこ

れらに対応すると思われる柱穴を検出した。柱穴群は黄褐色の地山を浅く掘り込んだ径25--45

cmの円形のもので、掘り込みの深さは最も深いもので25cm、浅いもので2cmと、平面規模、掘

り込みの深さにおいてもバラツキが目立つ。建物の基本となる柱間については、 P-3を束柱

と考えてそれぞれの芯々距離を計測すると、 P-1,_,2が185cm、P-2---4が210cm、P-

4 ---5が190cmとさまざまである。また、対となる斜面下方柱穴との関係はP-5とP-8は

少し角度を開くが160cm、P-4-7は同様にやや東に振って150cm、P-2---6は120cmで

ある。

以上の計測によってもこの柱穴群から建物規模を規定することは難しい。出土遺物は弥生式

土器片 1、須恵器若干、陶磁器多数が出土している。しかし、遺構の時期を確定する遺物は定

かでない。この調査区は地元郷土史家の話によれば、畑地の奥、つまり東側は「お堂」の跡と

いわれ、終戦前後までお大師様をまつるお堂が建ち、法印も住んでいたとのことである。もち

ろんこの話と検出された柱穴群は疸接には結びつかない。しかし、法印が住むお堂跡であれ

ばそんなに新しい時期の土地造成ではないと考えられる。

このようにA地区の南斜面に、現在畑地として利用されている平担地はT-7、8で検出さ

れた柱穴の時期に造成されたものと想定されよう。その時期については確定できないが、出土

陶磁器から近世以降として仮定しておきたい。

B地区

遺跡地図に記載されている野元遺跡の中心とされる個所である。遺跡の立地する地形は、 A

地区の東南方向に形成された台地状の地形であるが、こまかく観察すると緩斜面をなす山裾か

ら町道を傾斜変換点として、低位の段丘状のほぼ平坦な地形が東北方向に張り出している。こ

の平坦部水田において従来から土器が散布していたところである。

トレンチ調査はこの一帯にT-2 --5、T-9 -16と12本のトレンチを実施した。この内、

T-2、3調査区は、圃場整備工事が飛び地状に離れた山裾部にあたるため、 B地区にあって

も他の調査区とは少し離れた山よりに位置する。また、この調査区の南数10m入った山林中に

は植山寺跡という寺跡があったという。 T-2はこの寺跡にもっとも近い所に設定したトレン

チであるが、関連する追構、遺物は認められない。 T-4、5、9、10、16は町道の北西から

東南にかけての水田地帯に実施した調査区である。 T-4は、 B地区の北西部にあたる位置で、

水田のほぼ中央部に等高線と直角に交わる状態で設定したトレンチである。町道の下端では、

表土下約30cmで灰黒色をなす黒ボク層となり、さらに10cm下部では黄褐色地山土となる。反対
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のトレンチ西端部では黄褐色地山は検出していないが、灰黒色黒ボク層の上面は表土下約匂cmで、

旧地形が緩く西の谷側に向って傾斜している。遺物包含土層は第8層の黒ボク上面である。出土

遺物は弥生式土器、須恵器、土師器、鉄滓などがある。 T-4に続く T-5のトレンチでは黒

ボク層は確認されたが、遺物は包含されていない。黒ボク上面の包含層は、すでに削平された

ものと考えられる。 T-9、10にかかる水田は、所有者の話ではもと 5区画あった水田が 1区

画とされたもので、 トレンチ結果からもその状況が推察された。つまり表士屈下は厚さ約30cm

ばかりの黄色地山土、黒色土のブロックを含む褐色の造成土であり、地山土は苗色粘質土であ

るが、 この黄色地山土はかなり削平されていることが看取される。 しかし、 トレンチ設定前の

表面踏査では、かなり多数の須恵器が採集された。 T-11、12では、溝状の遺構が検出された

が、性格や時期は不詳である。 T-13は、 B地区の東よりにあたり、南北に細長く造成された

水田に設定したトレンチである。調査によって、

検出した。その内、調査区西よりの柱穴群のうちP-1、

トレンチ全体で 5本の柱穴と浅い溝状遺構を

2は当初の掘り下げで確認されたも

ので、耕土下約30cm強の比較的浅い部位で基盤栖となる灰黒色上を掘り込んだものである。 こ

の二個所の柱穴は同巧同大で、 しかも柱材の材質を残しているが、建物規模や時期が不明なた

め、地権者の了承を得られた西側部分を一部拡張した。その結果、 P-3の柱穴を検出した。

P-3はP-1、2に対して少しずれているが、検出レベルや掘り方の埋め土等から判断して、
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これらは一対になるものと考え、一応

2間x数間を予測して、さらに調査区

を南北方向に少し拡張したが、 P-4

の細い柱穴を除いて他確認できなかっ

た。各柱穴の柱間（芯々）はP-1 ...... 

2は200cm、P-2 ,_, 3は210cmであ

る。柱穴掘り方は径37cm-42cm、深さ

30cm-41cmである。 P-1、

が残っていたが、

2は柱材

P-3は暗灰色粘

土の柱痕跡を確認した。柱材がもっと

もよく遺存していたP-1の柱は、現

存高29cm、径15cmであるが、木芯部は

腐食していて周辺部約7.5cmの厚みを

残すのみである。材質はおそらく広葉

樹と思われる。 P-2の柱材は現存長

14cm、幅7.5cm、厚さ 2cmである。材

質はP-1と同様である。調査区東方

で検出された溝状遺構は幅約35cm、深

さ4,._ 8 cmばかりの浅い溝状のもの

で、性格、時期とも不明であるが、検

出状況からしておそらく調査区西の柱

穴群と同時であろう。

ところでこれら柱穴群の時期である

が、柱材を検出した調査区西側では、

耕土下にほとんど包含層がかぶってい

ない。反対の東方は基盤屠となる灰黒

色土（黒ボク）が徐々に低くなってい

るので、その上に暗灰色土からなる土

師器、須恵器の包含屈を残している。

須恵器の中には高台付杯もある。 ま

た、遺物整理中に出土部位は不明だ

が、中国輸入陶磁器の「口禿filL」が出
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土している。 したがって柱穴群の時期は、奈良時

代から中世にわたる一時期としておきたい。 T-

14、15は、調査区の東端部水田に設定したトレン

チである。 この水田は現在は1枚の出面になって

いるが、以前は数区画あった水田を切盛造成した

とのことである。土層断面の観察ではそのことを

裏付ける。遺物はT-14の第2層で須恵器を採集

した他表面採集においても少し採集されている。

T-16は、地元の人の話で、以前この付近で須恵

器が採集されたということもあり、 さらに谷水

田の状況を調査するために設定したトレンチであ

る。

調査では、まさに丘陵部から谷底に向って下降

する自然地形の谷部肩口が確認された。 しかも、

肩口部の地形が傾斜して下降した最下端は、小礫

が堆積し、上流からの流れを予測させるが、その上

には厚さ約37CIDの灰褐色をなす自然堆積土である。

この堆積中の岸よりには、 レンズ状の粘士ブロック

や自然木の堆積にまじって細片であるが、 2片の須

恵器長頸瓶や板材が出土している。現在、
ふきあげ

頭は吹上池が構築され農業用の溜池となってい

るが、古くは、上流からかなりの水量の水路があ

この谷

り、後に流路の変更等によってこの部分は谷筋に

沿ったよどみとなったことが推察される。

出土遺物は、全体で整理箱1箱程度で出土量は

少ない。最も古い遺物はT-4出土の弥生式土器

の高杯で後期初頭のものである。古墳時代のもの

は土師器甕、高杯、須恵器杯、甕、壺、高杯など

があり、杯身の 1点を除いて後期後半の中でも新

しい時代のものが多い。中でもT-4からは邑久

古窯址群の寒風窯のもので壺か甕と推定される細

片が注意される（註）。奈良•平安時代のものは須

-231-
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野 元遺 跡

恵器邸台杯、台付長頸瓶と推定されるものや糸切I氏の杯などがある。この時期のものでは緑釉

陶器の皿と推定される 3cm x 1.5cmの小破片が出tしている。現在の所鋭野町内では野元遺跡

を除いて出 t例を間いていない。平安時代末から以降のものでは先の輸人磁器のn禿皿の底部

がある。項物は底部を含めて内外に釉を残す白磁の小破片で、 13-14柑紀代に比定されている

遺物である。以tの外T-4では鉄滓片が出土している。

第 3章 ま と め

今[111の湖介は［削Iり悴備・JJ沈に伴う.,,前の確認晶介であって、合計16本のトレンチを実施した。

その結果以卜Uのことか判明した。 A地区では、東南斜rfiiに二段に大別される造成面があり 、い

ずれの段においても地山を浅く掘り込む柱穴群が確品された。また、 F段部は柱穴群以外にも

調代区内で人きな掘り方も確忍されていることからこの地区は近世ないし近代頃になんらかの

施設があったと考えられる。 B地区ではT-4、T-13の水田で良好な柱穴遺構や遺物包含柄

を検出した。とりわけT-13のti:穴群はこの水田-. 常に遺構が広がることを f想させるととも

に、その遺什状態も大変良いものと推察させる。出 t遺物中の緑釉陶器はこの柱穴群とも関係

をなす遺物かもしれない。ともあれ、野冗遺跡は弥1tI・_器の散布地として把拘されていたので

あるが、今[rrlの調介では遺跡の H本は掘立柱建物群をなす歴史時代であることが判明した。し

かもその中心はB地区の町道から北側に造成された低位の段丘であることが知られ、一部「マ

チ倒しlで破壊されている所もあるがその広がりは0.63ha以 r.であることがf測される。

註

（註 I)西川 宏 I備前の古窯」 r古代の日本』 4 角川書店1980
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野元遺跡

図版13

1. 発掘区遠景 （西北から）

2. 発掘区遠景 （西北から）
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野元遺跡
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2. T-5西端部 （南東から）
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図版15
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野元遺跡

図版18

1. T -13 柱穴群 （南東から）

｀ 
l 

1-~·,' 

｀`  2. T -13 柱穴材検出状態 (p-1) 



野元 遺 跡

1. T -13 柱穴材検出状態 (P-2) 
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2. T -13 南東端部断面 （東から）
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図版22

3 (T -16) 

6 (T -4鉄滓）

（表） 10 (T-4) 

11 (T -13) 

野 元 遺 跡

1 (T-4) 

4 (T-4) 

7 (表採）

9 (緑釉皿底部）

（裏）

12 (T -13口禿皿見込）

1 . 出土遺物

2 (T-3) 

5 (T-13) 

8 (T-4邑久古窒址系須恵器）

13 (T -13P -1柱材）
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蓮池尻遺跡

新庄尾上遺跡ほか

美野条里遺跡

二反田 B遺跡ほか
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